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行
質
が
病
死
し
、
六
月
に
は
尚
書
都
官
令
史
の
王
璹
が
突
然
病
死
し
た
。
王
璹
は
冥

府
で
身
に
覚
え
の
な
い
記
録
改
竄
に
つ
い
て
責
め
ら
れ
、
理
路
整
然
と
反
論
し
て
無

罪
と
な
っ
た
が
、
宗
行
質
は
手
元
に
功
徳
の
札
が
な
く
、
苦
を
受
け
て
い
た
。
王
璹

は
取
り
調
べ
を
行
っ
た
冥
吏
に
賄
賂
を
要
求
さ
れ
、
与
え
る
約
束
を
し
て
現
世
に
帰

り
、
約
束
を
忘
れ
て
い
る
と
病
気
に
な
り
、
謝
罪
し
て
賄
賂
を
送
る
と
治
っ
た
。

唐
臨
が
こ
の
出
来
事
を
聞
い
た
時
、
大
理
寺
の
刑
部
侍
郎
劉
燕
客
と
大
理
少
卿
辛

茂
将
が
王
璹
を
招
い
て
、
聞
き
取
り
を
し
た
。

【
解
説
】
高
山
寺
本
や
『
法
苑
珠
林
』
に
拠
り
、
王
璹
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
刑
部

侍
郎
の
名
は
前
田
家
本
の

燕
を
劉
燕
客
と
改
め
た
。
劉
燕
客
は
『
文
苑
英
華
』
巻

四
六
四
の
「
詳
定
刑
名
制
」（
永
徽
二
年
閏
九
月
十
四
日
）
に
「
刑
部
侍
郎
劉
燕
客
」

と
見
え
る
。
辛
茂
将
は
唐
の
高
宗
頃
の
官
人
。
父
は
辛
肇
（
？
〜
６
５
９
）。『
元
和

姓
纂
』
巻
三
に
「（
辛
）
肇
茂
将
ヲ
生
ム
。
右
丞
侍
中
。」
と
あ
り
、
岑
仲
勉
『
元
和

姓
纂
四
校
記
』
は
、『
旧
唐
書
』
に
茂
将
が
顕
慶
三
年
に
大
理
卿
、
侍
中
と
な
り
同

四
年
十
一
月
に
没
し
た
記
事
が
み
え
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
）
6
（

。

３
唐
・
釋
僧
徹　

永
徽
五
年

【
概
要
】
釈
僧
徹
が
癩
病
の
人
を
憐
れ
み
、
精
舎
の
傍
ら
の
土
穴
に
住
ま
わ
せ
、
法

華
経
の
読
誦
を
教
え
た
と
こ
ろ
、
病
が
癒
え
た
の
み
な
ら
ず
、
人
の
病
気
を
治
す
力

も
得
た
。

唐
臨
が
腫
瘍
を
患
っ
た
時
も
、
僧
徹
が
こ
の
人
を
遣
わ
し
て
禁
咒
を
唱
え
さ
せ
る

と
効
果
が
あ
っ
た
。

後
に
房
仁
裕
が
秦
州
の
刺
史
と
な
り
、
僧
徹
の
精
舎
を
、
自
然
と
泉
が
出
来
る
奇

跡
が
あ
っ
た
の
で
陥
泉
寺
と
名
付
け
た
。
永
徽
二
年
（
６
５
１
）正
月
に
徒
衆
に
「
将

に
死
な
む
と
す
」
と
言
い
、
縄
床
に
端
坐
し
て
動
か
な
く
な
り
、
花
が
降
る
な
ど
の

奇
瑞
が
あ
っ
た
。
僧
徹
の
遺
体
は
凍
り
つ
い
た
よ
う
に
な
っ
た
ま
ま
、
今
で
三
年
に

な
る
。
唯
目
の
中
よ
り
涙
が
落
ち
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

僧
徹
の
弟
子
の
宝
秦
た
ち
や
州
の
人
々
が
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

【
解
説
】
僧
徹
は
、
姓
は
靳
、
河
東
万
泉
の
人
。
七
七
で
卒
す
。『
続
高
僧
伝
』
巻

二
十
の
伝
に
は
、
唐
臨
は
万
泉
に
い
た
時
に
僧
徹
に
帰
依
し
て
い
た
、
と
記
す
。
本

話
に
お
け
る
現
在
は
、
永
徽
二
年
の
さ
ら
に
三
年
後
の
永
徽
五
年
（
６
５
４
）
と
な

る
。
こ
の
年
が
『
冥
報
記
』
成
書
年
代
の
上
限
と
な
る
。

Ⅳ　

年
代
不
明

43
唐
・
趙
士

【
概
要
】
長
安
の
東
の
市
の
筆
工
、
趙
士
が
客
を
招
い
て
宴
を
催
し
た
。
早
め
に
着

い
た
客
が
厠
に
行
く
と
、
青
い
裳
に
白
い
衣
の
十
三
四
の
美
少
女
が
、
首
に
縄
を
つ

け
ら
れ
、
唐
臼
の
柱
に
繋
が
れ
て
い
た
。
少
女
は
泣
き
な
が
ら
、
自
分
は
こ
の
家
の

亡
く
な
っ
た
娘
で
、
生
前
、
べ
に
お
し
ろ
い
を
買
う
た
め
に
父
の
金
を
盗
ん
だ
こ
と
、

盗
ん
だ
金
を
使
う
前
に
死
ん
だ
の
で
金
は
い
ま
も
台
所
の
壁
に
隠
し
て
あ
る
こ
と
、

父
母
の
金
を
盗
ん
だ
罪
を
い
ま
や
命
で
償
う
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
語
る
と
、

頭
の
白
い
青
羊
に
変
じ
た
。
客
が
驚
い
て
こ
の
こ
と
を
家
の
主
人
に
語
る
と
、
確
か

に
二
年
前
に
娘
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
台
所
の
金
も
少
女
の
言
の
通
り
で
あ
っ
た
。

主
は
こ
の
羊
を
殺
さ
ず
に
寺
に
送
り
、
以
後
一
家
は
肉
食
を
断
っ
た
。

盧
文
厲
が
唐
臨
に
語
っ
た
。

【
解
説
】「
56
唐
・
韋
慶
植
」
の
類
話
で
あ
る
。
話
型
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
、
様
々

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

27
唐
・
周
善
通 

　

【
概
要
】
長
安
の
貧
者
、
周
善
通
は
夫
妻
で
京
城
の
諸
寺
の
雑
用
を
し
て
い
た
が
、

（11）
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僧
尼
に
勧
め
ら
れ
て
懺
悔
礼
仏
し
戒
行
を
受
持
し
て
か
ら
は
徐
々
に
富
貴
の
身
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
心
が
緩
み
、
戒
を
破
っ
た
た
め
に
、
封
印
し
て
い
た
財
産
が
封

は
そ
の
ま
ま
に
中
身
の
み
消
滅
し
、
貧
民
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

  

周
善
通
は
朧
西
王
の
李
博
乂
の
知
り
合
い
で
、
王
が
唐
臨
に
語
っ
た
。

【
解
説
】
朧
西
王
李
博
乂
は
「
54
唐
・
張
法
義
」
の
話
者
で
も
あ
る
。
太
宗
の
従
兄

弟
で
あ
る
が
、
そ
の
語
っ
た
話
は
二
話
と
も
庶
民
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。

Ⅴ
顕
慶
年
間
（
６
５
６
〜
６
６
１
）

顕
慶
は
、
唐
の
高
宗
李
治
の
治
世
に
お
け
る
二
つ
目
の
元
号
で
、
六
年
続
い
た
。

顕
慶
四
年
（
６
５
９
）、
唐
臨
は
則
天
武
后
の
側
近
で
あ
る
李
義
府
の
恨
み
を
買

い
、
長
孫
無
忌
の
謀
反
に
連
座
し
て
潮
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
は
そ
れ

か
ら
間
も
な
く
卒
し
た
。
享
年
六
十
。

注（1
）
前
半
部
は
三
田
明
弘
「『
冥
報
記
』
ク
ロ
ニ
ク
ル
―
南
北
朝
・
隋
朝
編
―
」（
日
本
女
子
大
学
紀

要 

人
間
社
会
学 

第
24
号
　
2
0
1
4
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）『
冥
報
記
』
本
文
は
諸
本
の
う
ち
最
も
所
収
話
数
の
多
い
前
田
家
本
に
基
本
的
に
拠
る
が
、
他

本
の
方
が
よ
り
正
確
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
部
分
は
改
め
て
い
る
。
説
話
番
号
は
『
冥
報
記
の
研

究
　
第
一
巻
』（
説
話
研
究
会
編
　
勉
誠
出
版
　
１
９
９
９
）
に
拠
り
、
説
話
標
題
・
年
代
は
筆
者

の
判
断
に
基
づ
き
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
　

（
3
）
之
仲
珪
弟
孝
諧
為
大
理
主
簿
、
為
臨
説
。
更
問
州
人
亦
同
云
尓
。（
高
山
寺
本
）

（
4
）
臨
以
貞
観
七
年
奉
使
江
東
、
楊
州
針
医
飄
陀
為
臨
説
此
。（
高
山
寺
本
）

（
5
）
臨
以
貞
観
七
年
奉
使
江
東
、
陽
洲
甄
陀
為
説
此
云
尓
。
宝
見
在
也
。（
前
田
家
本
）

（
6
）
本
稿
に
お
け
る
唐
代
人
物
の
略
歴
等
の
情
報
は
、
筆
者
も
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
前
掲
『
冥
報

記
の
研
究
第
一
巻
』
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

※ 

本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究（
c
）
研
究
課
題
「
鬼
文
化
・
冥
界
表
象
か
ら
の

日
中
比
較
説
話
文
学
史
の
構
築
」【
研
究
課
題
番
号:26370432

】
の
研
究
成
果
の

一
部
で
す
。
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行
質
が
病
死
し
、
六
月
に
は
尚
書
都
官
令
史
の
王
璹
が
突
然
病
死
し
た
。
王
璹
は
冥

府
で
身
に
覚
え
の
な
い
記
録
改
竄
に
つ
い
て
責
め
ら
れ
、
理
路
整
然
と
反
論
し
て
無

罪
と
な
っ
た
が
、
宗
行
質
は
手
元
に
功
徳
の
札
が
な
く
、
苦
を
受
け
て
い
た
。
王
璹

は
取
り
調
べ
を
行
っ
た
冥
吏
に
賄
賂
を
要
求
さ
れ
、
与
え
る
約
束
を
し
て
現
世
に
帰

り
、
約
束
を
忘
れ
て
い
る
と
病
気
に
な
り
、
謝
罪
し
て
賄
賂
を
送
る
と
治
っ
た
。

唐
臨
が
こ
の
出
来
事
を
聞
い
た
時
、
大
理
寺
の
刑
部
侍
郎
劉
燕
客
と
大
理
少
卿
辛

茂
将
が
王
璹
を
招
い
て
、
聞
き
取
り
を
し
た
。

【
解
説
】
高
山
寺
本
や
『
法
苑
珠
林
』
に
拠
り
、
王
璹
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
刑
部

侍
郎
の
名
は
前
田
家
本
の

燕
を
劉
燕
客
と
改
め
た
。
劉
燕
客
は
『
文
苑
英
華
』
巻

四
六
四
の
「
詳
定
刑
名
制
」（
永
徽
二
年
閏
九
月
十
四
日
）
に
「
刑
部
侍
郎
劉
燕
客
」

と
見
え
る
。
辛
茂
将
は
唐
の
高
宗
頃
の
官
人
。
父
は
辛
肇
（
？
〜
６
５
９
）。『
元
和

姓
纂
』
巻
三
に
「（
辛
）
肇
茂
将
ヲ
生
ム
。
右
丞
侍
中
。」
と
あ
り
、
岑
仲
勉
『
元
和

姓
纂
四
校
記
』
は
、『
旧
唐
書
』
に
茂
将
が
顕
慶
三
年
に
大
理
卿
、
侍
中
と
な
り
同

四
年
十
一
月
に
没
し
た
記
事
が
み
え
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
）
6
（

。

３
唐
・
釋
僧
徹　

永
徽
五
年

【
概
要
】
釈
僧
徹
が
癩
病
の
人
を
憐
れ
み
、
精
舎
の
傍
ら
の
土
穴
に
住
ま
わ
せ
、
法

華
経
の
読
誦
を
教
え
た
と
こ
ろ
、
病
が
癒
え
た
の
み
な
ら
ず
、
人
の
病
気
を
治
す
力

も
得
た
。

唐
臨
が
腫
瘍
を
患
っ
た
時
も
、
僧
徹
が
こ
の
人
を
遣
わ
し
て
禁
咒
を
唱
え
さ
せ
る

と
効
果
が
あ
っ
た
。

後
に
房
仁
裕
が
秦
州
の
刺
史
と
な
り
、
僧
徹
の
精
舎
を
、
自
然
と
泉
が
出
来
る
奇

跡
が
あ
っ
た
の
で
陥
泉
寺
と
名
付
け
た
。
永
徽
二
年
（
６
５
１
）正
月
に
徒
衆
に
「
将

に
死
な
む
と
す
」
と
言
い
、
縄
床
に
端
坐
し
て
動
か
な
く
な
り
、
花
が
降
る
な
ど
の

奇
瑞
が
あ
っ
た
。
僧
徹
の
遺
体
は
凍
り
つ
い
た
よ
う
に
な
っ
た
ま
ま
、
今
で
三
年
に

な
る
。
唯
目
の
中
よ
り
涙
が
落
ち
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

僧
徹
の
弟
子
の
宝
秦
た
ち
や
州
の
人
々
が
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

【
解
説
】
僧
徹
は
、
姓
は
靳
、
河
東
万
泉
の
人
。
七
七
で
卒
す
。『
続
高
僧
伝
』
巻

二
十
の
伝
に
は
、
唐
臨
は
万
泉
に
い
た
時
に
僧
徹
に
帰
依
し
て
い
た
、
と
記
す
。
本

話
に
お
け
る
現
在
は
、
永
徽
二
年
の
さ
ら
に
三
年
後
の
永
徽
五
年
（
６
５
４
）
と
な

る
。
こ
の
年
が
『
冥
報
記
』
成
書
年
代
の
上
限
と
な
る
。

Ⅳ　

年
代
不
明

43
唐
・
趙
士

【
概
要
】
長
安
の
東
の
市
の
筆
工
、
趙
士
が
客
を
招
い
て
宴
を
催
し
た
。
早
め
に
着

い
た
客
が
厠
に
行
く
と
、
青
い
裳
に
白
い
衣
の
十
三
四
の
美
少
女
が
、
首
に
縄
を
つ

け
ら
れ
、
唐
臼
の
柱
に
繋
が
れ
て
い
た
。
少
女
は
泣
き
な
が
ら
、
自
分
は
こ
の
家
の

亡
く
な
っ
た
娘
で
、
生
前
、
べ
に
お
し
ろ
い
を
買
う
た
め
に
父
の
金
を
盗
ん
だ
こ
と
、

盗
ん
だ
金
を
使
う
前
に
死
ん
だ
の
で
金
は
い
ま
も
台
所
の
壁
に
隠
し
て
あ
る
こ
と
、

父
母
の
金
を
盗
ん
だ
罪
を
い
ま
や
命
で
償
う
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
語
る
と
、

頭
の
白
い
青
羊
に
変
じ
た
。
客
が
驚
い
て
こ
の
こ
と
を
家
の
主
人
に
語
る
と
、
確
か

に
二
年
前
に
娘
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
台
所
の
金
も
少
女
の
言
の
通
り
で
あ
っ
た
。

主
は
こ
の
羊
を
殺
さ
ず
に
寺
に
送
り
、
以
後
一
家
は
肉
食
を
断
っ
た
。

盧
文
厲
が
唐
臨
に
語
っ
た
。

【
解
説
】「
56
唐
・
韋
慶
植
」
の
類
話
で
あ
る
。
話
型
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
、
様
々

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

27
唐
・
周
善
通 
　

【
概
要
】
長
安
の
貧
者
、
周
善
通
は
夫
妻
で
京
城
の
諸
寺
の
雑
用
を
し
て
い
た
が
、
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僧
尼
に
勧
め
ら
れ
て
懺
悔
礼
仏
し
戒
行
を
受
持
し
て
か
ら
は
徐
々
に
富
貴
の
身
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
心
が
緩
み
、
戒
を
破
っ
た
た
め
に
、
封
印
し
て
い
た
財
産
が
封

は
そ
の
ま
ま
に
中
身
の
み
消
滅
し
、
貧
民
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

  

周
善
通
は
朧
西
王
の
李
博
乂
の
知
り
合
い
で
、
王
が
唐
臨
に
語
っ
た
。

【
解
説
】
朧
西
王
李
博
乂
は
「
54
唐
・
張
法
義
」
の
話
者
で
も
あ
る
。
太
宗
の
従
兄

弟
で
あ
る
が
、
そ
の
語
っ
た
話
は
二
話
と
も
庶
民
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。

Ⅴ
顕
慶
年
間
（
６
５
６
〜
６
６
１
）

顕
慶
は
、
唐
の
高
宗
李
治
の
治
世
に
お
け
る
二
つ
目
の
元
号
で
、
六
年
続
い
た
。

顕
慶
四
年
（
６
５
９
）、
唐
臨
は
則
天
武
后
の
側
近
で
あ
る
李
義
府
の
恨
み
を
買

い
、
長
孫
無
忌
の
謀
反
に
連
座
し
て
潮
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
は
そ
れ

か
ら
間
も
な
く
卒
し
た
。
享
年
六
十
。

注（1
）
前
半
部
は
三
田
明
弘
「『
冥
報
記
』
ク
ロ
ニ
ク
ル
―
南
北
朝
・
隋
朝
編
―
」（
日
本
女
子
大
学
紀

要 

人
間
社
会
学 

第
24
号
　
2
0
1
4
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）『
冥
報
記
』
本
文
は
諸
本
の
う
ち
最
も
所
収
話
数
の
多
い
前
田
家
本
に
基
本
的
に
拠
る
が
、
他

本
の
方
が
よ
り
正
確
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
部
分
は
改
め
て
い
る
。
説
話
番
号
は
『
冥
報
記
の
研

究
　
第
一
巻
』（
説
話
研
究
会
編
　
勉
誠
出
版
　
１
９
９
９
）
に
拠
り
、
説
話
標
題
・
年
代
は
筆
者

の
判
断
に
基
づ
き
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
　

（
3
）
之
仲
珪
弟
孝
諧
為
大
理
主
簿
、
為
臨
説
。
更
問
州
人
亦
同
云
尓
。（
高
山
寺
本
）

（
4
）
臨
以
貞
観
七
年
奉
使
江
東
、
楊
州
針
医
飄
陀
為
臨
説
此
。（
高
山
寺
本
）

（
5
）
臨
以
貞
観
七
年
奉
使
江
東
、
陽
洲
甄
陀
為
説
此
云
尓
。
宝
見
在
也
。（
前
田
家
本
）

（
6
）
本
稿
に
お
け
る
唐
代
人
物
の
略
歴
等
の
情
報
は
、
筆
者
も
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
前
掲
『
冥
報

記
の
研
究
第
一
巻
』
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

※ 

本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究（
c
）
研
究
課
題
「
鬼
文
化
・
冥
界
表
象
か
ら
の

日
中
比
較
説
話
文
学
史
の
構
築
」【
研
究
課
題
番
号:26370432
】
の
研
究
成
果
の

一
部
で
す
。
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李
仙
僮
の
事
件
も
記
録
が
な
く
、
本
話
の
内
容
は
疑
問
が
多
い
。

52
唐
・
傅
奕　

貞
観
十
四
年

【
概
説
】
傅
奕
・
傅
仁
均
・
薛
頤
が
太
史
令
で
あ
っ
た
と
き
、
傅
仁
均
は
薛
頤
に
金

を
貸
し
た
ま
ま
死
に
、
返
済
金
は
傅
奕
に
預
け
る
よ
う
に
夢
で
薛
頤
に
言
っ
た
。
同

じ
夜
、
少
府
監
馮
長
命
も
傅
奕
が
冥
途
で
罪
の
報
い
を
受
け
る
こ
と
を
示
唆
す
る
夢

を
見
た
。
薛
頤
が
返
済
金
を
傅
奕
に
預
け
た
と
こ
ろ
、
貞
観
十
四
年
（
６
４
０
）
秋

に
傅
奕
は
突
然
死
亡
し
た
。

唐
臨
は
薛
頤
・
馮
長
命
か
ら
直
接
に
話
を
聞
い
た
。

【
解
説
】『
法
苑
珠
林
』
に
拠
り
、
傅
仁
均
に
金
を
借
り
た
人
物
の
名
は
前
田
家
本

の
薩

か
ら
薛
頤
と
改
め
た
。
傅
奕
（
五
五
五
〜
六
三
九
）
は
唐
の
相
州
の
人
。
官

は
太
史
令
に
至
る
。
排
仏
論
者
と
し
て
知
ら
れ
、『
高
識
伝
』
十
巻
を
著
し
た
（『
旧

唐
書
』
七
九
・『
新
唐
書
』
一
〇
七
）。

54
唐
・
張
法
義　

貞
観
十
九
年

【
概
要
】 

華
州
の
張
法
義
は
貞
観
十
年
（
６
３
６
）
に
木
を
伐
る
た
め
に
入
山
し
、

岩
窟
で
座
禅
を
し
て
い
る
僧
と
出
会
い
、
食
べ
物
を
与
え
、
俗
人
は
罪
が
多
い
こ
と

を
教
え
ら
れ
て
懺
悔
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
張
法
義
は
貞
観
十
九
年
（
６
４
５
）
に

病
死
し
、
冥
府
の
裁
判
で
、
罪
の
記
録
が
検
査
さ
れ
、
多
く
の
罪
は
朱
筆
で
帳
消
し

に
な
っ
て
い
た
が
貞
観
十
一
年
（
６
３
７
）
に
父
親
に
悪
態
を
つ
い
た
事
で
罰
さ
れ

そ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
岩
窟
の
僧
が
現
れ
、
七
年
延
命
さ
れ
る
よ
う
に

し
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
蘇
生
し
た
張
法
義
は
岩
窟
の
僧
の
弟
子
と
な
っ
た
。

張
法
義
は
朧
西
王
の
李
博
乂
の
近
く
に
住
ん
で
お
り
、
王
が
唐
臨
に
詳
し
く
語
っ

た
。

【
解
説
】
朧
西
王
李
博
乂
は
唐
の
高
祖
の
兄
、
李
湛
の
子
で
、
官
は
宗
正
卿
・
礼
部

尚
書
に
至
っ
た
（『
旧
唐
書
』
六
〇
）。「
27
唐
・
周
善
通
」
の
話
者
で
も
あ
る
。

26
唐
・
李
思
一　

貞
観
二
十
年

【
概
要
】
貞
観
二
十
年
（
６
４
６
）
に
大
廟
丞
李
思
一
は
冥
府
に
連
行
さ
れ
、
身
に

覚
え
の
な
い
殺
人
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
事
件
の
起
き
た
日
は
涅
槃
経
を
聴
講
し
て

い
た
こ
と
を
述
べ
て
、
帰
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
蘇
生
し
た
李
思
一
の
話
を
聞
い
た

清
禅
寺
の
僧
玄
通
は
李
思
一
に
懺
悔
受
戒
さ
せ
、
そ
の
家
の
者
た
ち
に
勧
め
て
金
剛

般
若
波
羅
蜜
五
千
遍
を
転
読
さ
せ
た
。
李
思
一
は
再
び
冥
府
に
召
喚
さ
れ
た
が
、
殺

人
の
こ
と
は
李
思
一
と
交
代
し
て
人
界
に
転
生
し
よ
う
と
し
た
鬼
の
虚
言
と
判
明

し
、
救
い
に
来
た
僧
ら
の
口
添
え
も
有
り
、
李
思
一
は
死
を
免
れ
た
。

唐
臨
が
こ
の
事
を
聞
き
及
ん
だ
後
、
大
理
卿
李
道
裕
が
人
を
遣
っ
て
玄
通
の
話
を

記
録
し
た
。

【
解
説
】
李
道
裕
は
右
衛
大
将
軍
李
大
亮
の
甥
。
官
は
大
理
卿
に
至
る
（『
旧
唐
書
』

六
二
・『
新
唐
書
』
九
九
）。「
19
唐
・
李
大
安
」
の
話
者
の
一
人
で
も
あ
る
。
本
話

の
末
尾
の
記
事
か
ら
、
唐
臨
の
説
話
収
集
に
協
力
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

17
唐
・
盧
文
厲　

貞
観
中 

【
概
要
】
監
察
御
史
盧
文
厲
は
雲
陽
の
尉
で
あ
っ
た
時
、
江
南
で
医
者
や
薬
も
役
に

立
た
な
い
腹
の
病
に
罹
り
、
観
音
を
念
じ
て
い
る
と
、
観
音
菩
薩
が
現
れ
、
腹
中
の

穢
物
を
取
り
除
き
、
病
気
を
癒
し
て
く
れ
た
。

と
も
に
御
史
で
あ
っ
た
時
に
盧
文
厲
が
自
ら
語
っ
た
。

【
解
説
】
唐
臨
は
貞
観
中
、
侍
御
史
を
務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
盧
文
厲
と
と
も
に
御

史
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
盧
文
厲
は
他
に
「
24
隋
・

崔
産
武
」「
42
唐
・
殷
安
仁
」「
43
唐
・
趙
士
」
の
話
者
で
も
あ
る
。

（9）

『冥報記』クロニクル―唐朝編―

56
唐
・
韋
慶
植　

貞
観
中

【
概
要
】
貞
観
年
間
、
魏
王
府
の
長
史
で
あ
っ
た
韋
慶
植
の
娘
が
、
死
ん
で
か
ら
二

年
後
に
、母
親
の
夢
に
青
い
裙
に
白
い
衣
の
姿
で
現
れ
た
。親
の
も
の
を
勝
手
に
使
っ

た
罪
で
羊
に
転
生
し
、
身
を
以
て
償
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
娘
は
語
り
、
家
に

い
る
首
の
白
い
青
羊
を
殺
さ
な
い
よ
う
頼
ん
だ
が
、
韋
慶
植
は
羊
を
殺
し
て
し
ま
っ

た
。
後
で
わ
け
を
知
っ
た
韋
慶
植
は
、
悲
痛
の
あ
ま
り
病
気
に
な
り
、
二
度
と
起
き

あ
が
れ
な
く
な
っ
た
。

都
の
士
人
は
皆
知
っ
て
い
る
出
来
事
で
、尚
書
の
崔
敦
礼
が
詳
し
く
唐
臨
に
語
り
、

閻
尚
書
も
同
じ
話
を
し
た
。

【
解
説
】
崔
敦
礼
は
咸
陽
の
人
。
永
徽
中
に
中
書
令
と
な
る
（『
旧
唐
書
』
八
一
・『
新

唐
書
』一
〇
〇
）。
閻
尚
書
は
高
山
寺
本
に
よ
れ
ば
閻
立
徳
。
閻
立
徳
は
唐
万
年
の
人
。

工
部
尚
書
。
人
物
故
実
を
描
い
て
名
手
と
云
わ
れ
た
（『
旧
唐
書
』
七
七
・『
新
唐
書
』

一
〇
〇
）。

50
唐
・
李
寿　

貞
観
中

【
概
要
】
兗
州
都
督
で
あ
っ
た
宗
室
の
遂
安
公
李
寿
は
貞
観
中
に
職
を
退
き
、
都
に

帰
っ
て
い
た
。
猟
を
好
み
、
常
に
数
羽
の
鷹
を
飼
い
、
犬
を
殺
し
て
そ
の
肉
を
食
わ

せ
て
い
た
。
李
寿
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
、
五
匹
の
犬
が
や
っ
て
来
て
李
寿
を
責

め
、
李
寿
が
追
福
を
約
束
す
る
と
四
匹
は
許
し
た
が
、
一
匹
の
白
犬
は
許
さ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
に
わ
か
に
現
れ
た
人
に
「
そ
の
人
を
殺
し
て
も
益
は
な
い
。
お
ま
え

の
た
め
に
追
福
を
さ
せ
る
の
が
善
い
」
と
諭
さ
れ
、
そ
の
犬
も
許
し
た
。
李
寿
は
病

気
で
体
の
不
自
由
な
身
と
な
り
、
犬
の
為
に
追
福
を
行
っ
た
が
、
と
う
と
う
病
は
あ

ま
り
良
く
な
ら
な
か
っ
た
。

李
寿
の
姉
の
夫
で
あ
る
延
安
公
竇
惲
が
、
唐
臨
に
話
し
た
。

【
解
説
】
竇
惲
は
高
祖
李
淵
に
仕
え
た
内
史
令
竇
威
の
子
。「
51
唐
・
竇
軌
」
の
竇

軌
は
従
兄
弟
に
な
る
。「
51
唐
・
竇
軌
」
は
話
者
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、本
話
同
様
、

竇
惲
が
話
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

Ⅲ
永
徽
年
間
（
６
５
０
〜
６
５
５
）

永
徽
は
、
唐
の
第
三
代
皇
帝
で
あ
る
高
宗
李
治
の
治
世
に
お
け
る
最
初
の
元
号
。

六
年
続
き
、
永
徽
六
年
（
６
５
５
）
に
は
則
天
武
后
が
皇
后
に
な
っ
た
。

唐
臨
に
と
っ
て
は
五
十
代
の
前
半
か
ら
半
ば
の
時
期
で
あ
り
、
朝
廷
の
要
職
を
歴

任
し
た
時
期
で
も
あ
る
。『
冥
報
記
』
の
完
成
も
、
こ
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

28
唐
・
豆
盧
氏　

永
徽
元
年

【
概
要
】
陳
公
夫
人
豆
盧
氏
は
苪
公
豆
盧
寛
の
姉
で
あ
る
。
仏
法
を
信
じ
、
金
剛
般

若
経
を
読
誦
し
終
え
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
が
、
一
紙
ば
か
り
を
ま
だ
読
み
残

し
て
い
た
。
暮
れ
方
に
頭
痛
に
苦
め
ら
れ
、
死
ん
で
し
ま
え
ば
読
み
終
え
る
こ
と
が

出
来
な
い
と
思
い
、
灯
火
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
庭
か
ら
不
思
議
な
火
が
部
屋
に
入
っ

て
き
て
あ
た
り
を
照
ら
し
、
頭
痛
も
治
り
、
読
み
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
よ

り
、
毎
日
五
遍
、
金
剛
般
若
経
を
誦
し
た
。
後
に
苪
公
の
死
に
立
ち
会
っ
た
時
、
苪

公
は
「
吾
が
姉
、
誦
経
の
福
を
以
て
当
に
寿
百
歳
に
て
好
処
に
生
ず
べ
し
」
と
言
っ

た
。
夫
人
は
八
十
歳
で
、
今
も
健
康
で
あ
る
。

夫
人
が
唐
臨
の
嫂
に
語
っ
た
話
で
あ
る
。

【
解
説
】
豆
盧
寛
は
、
豆
廬
通
と
隋
の
文
帝
の
妹
で
あ
る
昌
楽
長
公
主
の
子
で
、
永

徽
元
年
（
６
５
０
）
六
月
四
日
に
六
九
才
で
薨
じ
た
。
貞
観
中
に
左
衛
大
将
軍
、
苪

公
に
封
ぜ
ら
れ
た
（『
旧
唐
書
』
九
〇
・『
新
唐
書
』
一
一
四
）。

53
唐
・
王
璹　
永
徽
二
年　

【
概
要
】
永
徽
二
年
（
６
５
１
）
五
月
に
仏
法
を
侮
っ
て
い
た
尚
書
刑
部
侍
郎
の
宗
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李
仙
僮
の
事
件
も
記
録
が
な
く
、
本
話
の
内
容
は
疑
問
が
多
い
。

52
唐
・
傅
奕　

貞
観
十
四
年

【
概
説
】
傅
奕
・
傅
仁
均
・
薛
頤
が
太
史
令
で
あ
っ
た
と
き
、
傅
仁
均
は
薛
頤
に
金

を
貸
し
た
ま
ま
死
に
、
返
済
金
は
傅
奕
に
預
け
る
よ
う
に
夢
で
薛
頤
に
言
っ
た
。
同

じ
夜
、
少
府
監
馮
長
命
も
傅
奕
が
冥
途
で
罪
の
報
い
を
受
け
る
こ
と
を
示
唆
す
る
夢

を
見
た
。
薛
頤
が
返
済
金
を
傅
奕
に
預
け
た
と
こ
ろ
、
貞
観
十
四
年
（
６
４
０
）
秋

に
傅
奕
は
突
然
死
亡
し
た
。

唐
臨
は
薛
頤
・
馮
長
命
か
ら
直
接
に
話
を
聞
い
た
。

【
解
説
】『
法
苑
珠
林
』
に
拠
り
、
傅
仁
均
に
金
を
借
り
た
人
物
の
名
は
前
田
家
本

の
薩

か
ら
薛
頤
と
改
め
た
。
傅
奕
（
五
五
五
〜
六
三
九
）
は
唐
の
相
州
の
人
。
官

は
太
史
令
に
至
る
。
排
仏
論
者
と
し
て
知
ら
れ
、『
高
識
伝
』
十
巻
を
著
し
た
（『
旧

唐
書
』
七
九
・『
新
唐
書
』
一
〇
七
）。

54
唐
・
張
法
義　

貞
観
十
九
年

【
概
要
】 

華
州
の
張
法
義
は
貞
観
十
年
（
６
３
６
）
に
木
を
伐
る
た
め
に
入
山
し
、

岩
窟
で
座
禅
を
し
て
い
る
僧
と
出
会
い
、
食
べ
物
を
与
え
、
俗
人
は
罪
が
多
い
こ
と

を
教
え
ら
れ
て
懺
悔
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
張
法
義
は
貞
観
十
九
年
（
６
４
５
）
に

病
死
し
、
冥
府
の
裁
判
で
、
罪
の
記
録
が
検
査
さ
れ
、
多
く
の
罪
は
朱
筆
で
帳
消
し

に
な
っ
て
い
た
が
貞
観
十
一
年
（
６
３
７
）
に
父
親
に
悪
態
を
つ
い
た
事
で
罰
さ
れ

そ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
岩
窟
の
僧
が
現
れ
、
七
年
延
命
さ
れ
る
よ
う
に

し
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
蘇
生
し
た
張
法
義
は
岩
窟
の
僧
の
弟
子
と
な
っ
た
。

張
法
義
は
朧
西
王
の
李
博
乂
の
近
く
に
住
ん
で
お
り
、
王
が
唐
臨
に
詳
し
く
語
っ

た
。

【
解
説
】
朧
西
王
李
博
乂
は
唐
の
高
祖
の
兄
、
李
湛
の
子
で
、
官
は
宗
正
卿
・
礼
部

尚
書
に
至
っ
た
（『
旧
唐
書
』
六
〇
）。「
27
唐
・
周
善
通
」
の
話
者
で
も
あ
る
。

26
唐
・
李
思
一　

貞
観
二
十
年

【
概
要
】
貞
観
二
十
年
（
６
４
６
）
に
大
廟
丞
李
思
一
は
冥
府
に
連
行
さ
れ
、
身
に

覚
え
の
な
い
殺
人
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
事
件
の
起
き
た
日
は
涅
槃
経
を
聴
講
し
て

い
た
こ
と
を
述
べ
て
、
帰
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
蘇
生
し
た
李
思
一
の
話
を
聞
い
た

清
禅
寺
の
僧
玄
通
は
李
思
一
に
懺
悔
受
戒
さ
せ
、
そ
の
家
の
者
た
ち
に
勧
め
て
金
剛

般
若
波
羅
蜜
五
千
遍
を
転
読
さ
せ
た
。
李
思
一
は
再
び
冥
府
に
召
喚
さ
れ
た
が
、
殺

人
の
こ
と
は
李
思
一
と
交
代
し
て
人
界
に
転
生
し
よ
う
と
し
た
鬼
の
虚
言
と
判
明

し
、
救
い
に
来
た
僧
ら
の
口
添
え
も
有
り
、
李
思
一
は
死
を
免
れ
た
。

唐
臨
が
こ
の
事
を
聞
き
及
ん
だ
後
、
大
理
卿
李
道
裕
が
人
を
遣
っ
て
玄
通
の
話
を

記
録
し
た
。

【
解
説
】
李
道
裕
は
右
衛
大
将
軍
李
大
亮
の
甥
。
官
は
大
理
卿
に
至
る
（『
旧
唐
書
』

六
二
・『
新
唐
書
』
九
九
）。「
19
唐
・
李
大
安
」
の
話
者
の
一
人
で
も
あ
る
。
本
話

の
末
尾
の
記
事
か
ら
、
唐
臨
の
説
話
収
集
に
協
力
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

17
唐
・
盧
文
厲　

貞
観
中 

【
概
要
】
監
察
御
史
盧
文
厲
は
雲
陽
の
尉
で
あ
っ
た
時
、
江
南
で
医
者
や
薬
も
役
に

立
た
な
い
腹
の
病
に
罹
り
、
観
音
を
念
じ
て
い
る
と
、
観
音
菩
薩
が
現
れ
、
腹
中
の

穢
物
を
取
り
除
き
、
病
気
を
癒
し
て
く
れ
た
。

と
も
に
御
史
で
あ
っ
た
時
に
盧
文
厲
が
自
ら
語
っ
た
。

【
解
説
】
唐
臨
は
貞
観
中
、
侍
御
史
を
務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
盧
文
厲
と
と
も
に
御

史
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
盧
文
厲
は
他
に
「
24
隋
・

崔
産
武
」「
42
唐
・
殷
安
仁
」「
43
唐
・
趙
士
」
の
話
者
で
も
あ
る
。

（9）

『冥報記』クロニクル―唐朝編―

56
唐
・
韋
慶
植　

貞
観
中

【
概
要
】
貞
観
年
間
、
魏
王
府
の
長
史
で
あ
っ
た
韋
慶
植
の
娘
が
、
死
ん
で
か
ら
二

年
後
に
、母
親
の
夢
に
青
い
裙
に
白
い
衣
の
姿
で
現
れ
た
。親
の
も
の
を
勝
手
に
使
っ

た
罪
で
羊
に
転
生
し
、
身
を
以
て
償
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
娘
は
語
り
、
家
に

い
る
首
の
白
い
青
羊
を
殺
さ
な
い
よ
う
頼
ん
だ
が
、
韋
慶
植
は
羊
を
殺
し
て
し
ま
っ

た
。
後
で
わ
け
を
知
っ
た
韋
慶
植
は
、
悲
痛
の
あ
ま
り
病
気
に
な
り
、
二
度
と
起
き

あ
が
れ
な
く
な
っ
た
。

都
の
士
人
は
皆
知
っ
て
い
る
出
来
事
で
、尚
書
の
崔
敦
礼
が
詳
し
く
唐
臨
に
語
り
、

閻
尚
書
も
同
じ
話
を
し
た
。

【
解
説
】
崔
敦
礼
は
咸
陽
の
人
。
永
徽
中
に
中
書
令
と
な
る
（『
旧
唐
書
』
八
一
・『
新

唐
書
』一
〇
〇
）。
閻
尚
書
は
高
山
寺
本
に
よ
れ
ば
閻
立
徳
。
閻
立
徳
は
唐
万
年
の
人
。

工
部
尚
書
。
人
物
故
実
を
描
い
て
名
手
と
云
わ
れ
た
（『
旧
唐
書
』
七
七
・『
新
唐
書
』

一
〇
〇
）。

50
唐
・
李
寿　

貞
観
中

【
概
要
】
兗
州
都
督
で
あ
っ
た
宗
室
の
遂
安
公
李
寿
は
貞
観
中
に
職
を
退
き
、
都
に

帰
っ
て
い
た
。
猟
を
好
み
、
常
に
数
羽
の
鷹
を
飼
い
、
犬
を
殺
し
て
そ
の
肉
を
食
わ

せ
て
い
た
。
李
寿
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
、
五
匹
の
犬
が
や
っ
て
来
て
李
寿
を
責

め
、
李
寿
が
追
福
を
約
束
す
る
と
四
匹
は
許
し
た
が
、
一
匹
の
白
犬
は
許
さ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
に
わ
か
に
現
れ
た
人
に
「
そ
の
人
を
殺
し
て
も
益
は
な
い
。
お
ま
え

の
た
め
に
追
福
を
さ
せ
る
の
が
善
い
」
と
諭
さ
れ
、
そ
の
犬
も
許
し
た
。
李
寿
は
病

気
で
体
の
不
自
由
な
身
と
な
り
、
犬
の
為
に
追
福
を
行
っ
た
が
、
と
う
と
う
病
は
あ

ま
り
良
く
な
ら
な
か
っ
た
。

李
寿
の
姉
の
夫
で
あ
る
延
安
公
竇
惲
が
、
唐
臨
に
話
し
た
。

【
解
説
】
竇
惲
は
高
祖
李
淵
に
仕
え
た
内
史
令
竇
威
の
子
。「
51
唐
・
竇
軌
」
の
竇

軌
は
従
兄
弟
に
な
る
。「
51
唐
・
竇
軌
」
は
話
者
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、本
話
同
様
、

竇
惲
が
話
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

Ⅲ
永
徽
年
間
（
６
５
０
〜
６
５
５
）

永
徽
は
、
唐
の
第
三
代
皇
帝
で
あ
る
高
宗
李
治
の
治
世
に
お
け
る
最
初
の
元
号
。

六
年
続
き
、
永
徽
六
年
（
６
５
５
）
に
は
則
天
武
后
が
皇
后
に
な
っ
た
。

唐
臨
に
と
っ
て
は
五
十
代
の
前
半
か
ら
半
ば
の
時
期
で
あ
り
、
朝
廷
の
要
職
を
歴

任
し
た
時
期
で
も
あ
る
。『
冥
報
記
』
の
完
成
も
、
こ
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

28
唐
・
豆
盧
氏　

永
徽
元
年

【
概
要
】
陳
公
夫
人
豆
盧
氏
は
苪
公
豆
盧
寛
の
姉
で
あ
る
。
仏
法
を
信
じ
、
金
剛
般

若
経
を
読
誦
し
終
え
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
が
、
一
紙
ば
か
り
を
ま
だ
読
み
残

し
て
い
た
。
暮
れ
方
に
頭
痛
に
苦
め
ら
れ
、
死
ん
で
し
ま
え
ば
読
み
終
え
る
こ
と
が

出
来
な
い
と
思
い
、
灯
火
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
庭
か
ら
不
思
議
な
火
が
部
屋
に
入
っ

て
き
て
あ
た
り
を
照
ら
し
、
頭
痛
も
治
り
、
読
み
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
よ

り
、
毎
日
五
遍
、
金
剛
般
若
経
を
誦
し
た
。
後
に
苪
公
の
死
に
立
ち
会
っ
た
時
、
苪

公
は
「
吾
が
姉
、
誦
経
の
福
を
以
て
当
に
寿
百
歳
に
て
好
処
に
生
ず
べ
し
」
と
言
っ

た
。
夫
人
は
八
十
歳
で
、
今
も
健
康
で
あ
る
。

夫
人
が
唐
臨
の
嫂
に
語
っ
た
話
で
あ
る
。

【
解
説
】
豆
盧
寛
は
、
豆
廬
通
と
隋
の
文
帝
の
妹
で
あ
る
昌
楽
長
公
主
の
子
で
、
永

徽
元
年
（
６
５
０
）
六
月
四
日
に
六
九
才
で
薨
じ
た
。
貞
観
中
に
左
衛
大
将
軍
、
苪

公
に
封
ぜ
ら
れ
た
（『
旧
唐
書
』
九
〇
・『
新
唐
書
』
一
一
四
）。

53
唐
・
王
璹　

永
徽
二
年　

【
概
要
】
永
徽
二
年
（
６
５
１
）
五
月
に
仏
法
を
侮
っ
て
い
た
尚
書
刑
部
侍
郎
の
宗
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張
亮
自
ら
高
昱
に
語
り
、
幽
州
の
人
々
も
知
っ
て
い
る
話
で
あ
る
。

【
解
説
】
張
亮
は
貞
観
五
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
幽
州
、
夏
州
、
鄜
州
の
都
督
を
歴

任
し
て
い
る
こ
と
が
『
旧
唐
書
』
に
見
え
る
の
で
、
こ
の
出
来
事
が
起
き
た
の
は
、

貞
観
五
年
ま
た
は
六
年
の
こ
と
と
推
測
で
き
る
。『
旧
唐
書
』
に
は
張
亮
の
仏
教
信

仰
の
こ
と
は
見
え
な
い
が
、
熱
心
な
崇
仏
家
と
し
て
の
張
亮
に
関
す
る
史
料
は
少
な

く
な
い
。
太
宗
の
『
貶
蕭
瑀
手
詔
』（『
全
唐
文
』
八
）
に
は
「
往
前
朕
謂
張
亮
云
、

卿
既
事
佛
、
何
不
出
家
。」（
か
つ
て
朕
は
張
亮
に
「
そ
な
た
は
仏
に
仕
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
何
故
出
家
し
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
）
と
あ
り
、
ま
た
、
貞
観
五
年

に
は
張
亮
は
阿
育
王
寺
の
古
塔
の
土
台
に
覆
い
を
造
る
こ
と
を
奏
上
し
、
勅
許
を
得

て
い
る
（『
法
苑
珠
林
』
三
八
敬
塔
篇
）。

45
唐
・
馬
嘉
運　

貞
観
六
年

【
概
要
】
学
識
の
あ
る
こ
と
で
土
地
の
人
に
知
ら
れ
て
い
た
魏
郡
の
馬
嘉
運
は
、
貞

観
六
年
（
６
３
２
）
正
月
、
そ
の
才
学
を
見
込
ま
れ
東
海
公
府
の
記
室
候
補
者
と
し

て
冥
界
に
連
れ
て
行
か
れ
た
が
、
冥
府
の
司
刑
と
な
っ
て
い
た
益
州
行
台
郎
中
霍
璋

の
助
力
で
免
れ
、
代
わ
り
に
呉
人
の
陳
子
良
が
死
ん
だ
。
ま
た
、
馬
嘉
運
は
冥
界
に

連
れ
て
行
か
れ
た
時
に
、
知
人
で
あ
る
張
公
謹
の
妻
崔
氏
が
、
自
分
を
道
理
も
な
く

殺
し
た
夫
を
訴
え
て
い
る
の
を
見
た
が
、
そ
の
張
公
瑾
も
死
ん
だ
。
後
に
馬
嘉
運
は

冥
界
の
陳
子
良
に
訴
え
ら
れ
た
が
、
蜀
の
地
で
池
の
魚
を
買
い
取
り
放
生
を
し
た
功

徳
で
許
さ
れ
た
。

貞
観
中
に
九
成
宮
で
太
宗
が
こ
の
件
に
つ
い
て
下
問
し
、
中
書
侍
郎
岑
文
本
が
詳

し
く
記
録
し
て
奏
上
し
た
。
嘉
運
は
後
に
国
子
博
士
と
な
り
、
在
職
中
に
卒
し
た
。

【
解
説
】
馬
嘉
運
と
張
公
瑾
は
と
も
に
魏
州
（
現
在
の
河
北
省
魏
県
・
大
名
県
の
あ

た
り
）
の
人
。
張
公
瑾
は
、
凌
煙
閣
二
十
四
功
臣
に
も
選
ば
れ
て
い
る
太
宗
の
功
臣

の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
貞
観
六
年
四
月
に
三
九
才
で
病
死
し
て
お
り
、
死
因
を
妻
の

訴
え
と
す
る
本
話
が
貞
観
六
年
正
月
の
出
来
事
と
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る
。
高
山
寺
本
で
は
貞
観
六
年
で
は
な
く
武
徳
六
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
は
史
実
と
符
合
し
な
く
な
る
。

18
唐
・
戴
冑　

貞
観
八
年

【
概
要
】
唐
の
貞
観
七
年
（
６
３
３
）
に
死
亡
し
た
民
部
尚
書
の
載
冑
が
、
翌
年
の

八
月
に
友
人
の
舒
州
別
駕
沈
裕
の
夢
に
現
れ
「
私
は
、
生
前
、
誤
っ
た
上
奏
し
て
殺

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
私
の
供
養
の
際
に
羊
を
殺
し
て
供
え
た
人
が
い
た
。
こ

の
二
つ
の
罪
の
た
め
に
、
私
は
苦
を
受
け
て
い
る
が
、
漸
く
償
い
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。」と
言
い
、ま
た
沈
裕
が
五
品
の
官
位
を
得
る
こ
と
を
予
言
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
年
の
冬
の
人
事
で
そ
の
予
言
は
実
現
せ
ず
、
沈
裕
は
夢
は
当
て
に
な
ら
な
い
と

人
に
語
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
貞
観
九
年
の
春
、
沈
裕
は
五
品
の
位
を
得
て
、
務
州

の
治
中
と
な
っ
た
。

吏
部
侍
郎
で
あ
っ
た
唐
臨
の
兄
が
、
こ
の
話
を
聞
い
て
き
た
。
ま
た
沈
裕
自
身
も

話
し
て
い
た
。

【
解
説
】
前
田
家
本
は
戴
冑
を
「
戴
素
曺
」
と
す
る
が
、
そ
の
箇
所
は
高
山
寺
本
で

は
「
戴
胄
素
」、
知
恩
院
本
で
は
「
素
戴
胄
」
と
な
っ
て
い
る
。「
素
」
は
「
も
と
よ

り
」
の
意
で
、
前
田
家
本
が
「
戴
素
曺
」
と
し
て
い
る
の
は
誤
写
。
載
冑
は
貞
観
三

年
（
６
２
９
）
に
民
部
尚
書
と
な
り
、
そ
の
後
吏
部
尚
書
と
な
っ
た
が
免
ぜ
ら
れ

て
、
民
部
尚
書
参
豫
朝
政
と
な
っ
て
い
た
。
唐
臨
の
兄
唐
皎
は
、
貞
観
中
に
吏
部

侍
郎
と
な
り
、
後
に
益
州
長
吏
と
な
っ
て
卒
し
た
（『
旧
唐
書
』
八
五
・『
新
唐
書
』

一
〇
三
）。

６
唐
・
釋
道
英　

貞
観
十
年

【
概
要
】
若
い
時
か
ら
禅
の
修
行
を
し
て
い
た
河
東
の
沙
門
道
英
は
、
冬
の
末
に
黄

（7）

『冥報記』クロニクル―唐朝編―

河
を
渡
っ
た
際
に
船
が
沈
没
し
、
他
の
人
が
皆
死
ん
だ
中
で
、
一
人
だ
け
水
中
を
歩

き
、
氷
を
穿
っ
て
岸
に
上
が
る
こ
と
が
出
来
た
。
体
が
火
で
炙
っ
た
よ
う
で
寒
そ
う

な
様
子
も
な
か
っ
た
の
は
禅
定
に
入
っ
て
い
た
た
め
だ
と
識
者
は
考
え
た
。
ま
た
、

仁
寿
寺
で
食
を
求
め
て
道
懸
に
皮
肉
を
言
わ
れ
た
際
、
逆
に
そ
の
心
の
余
裕
の
な
さ

を
指
摘
し
、
道
懸
を
感
嘆
さ
せ
た
。
貞
観
中
に
卒
し
た
。

法
端
を
は
じ
め
道
俗
皆
が
語
っ
た
話
で
あ
る
。

【
解
説
】
道
英
は
普
済
寺
の
僧
で
、
貞
観
十
年
（
６
３
６
）
九
月
、
七
七
歳
で
卒
し

て
い
る
（『
続
高
僧
伝
』
二
五
、『
華
厳
経
伝
記
』
三
）
の
で
、
標
題
に
は
そ
の
年
を

記
し
た
。
道
懸
の
こ
と
は
「
５
唐
・
釋
道
懸
」
に
見
え
る
。
法
端
は
「
４
唐
・
練
行

尼
」
の
話
者
で
も
あ
る
。

22
唐
・
元
大
宝　

貞
観
十
一
年

【
概
要
】
貞
観
中
に
大
理
丞
で
あ
っ
た
河
南
の
元
大
宝
は
仲
の
良
い
同
僚
の
張
叡
冊

と
、先
に
死
ん
だ
方
が
因
果
の
有
無
を
も
う
一
人
に
教
え
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。

元
大
宝
は
貞
観
十
一
年
（
６
３
７
）、
帝
の
行
幸
に
従
っ
て
洛
陽
に
行
っ
た
際
に
病

死
し
、
翌
日
に
張
叡
冊
の
夢
に
現
れ
て
冥
報
の
確
か
に
存
在
す
る
こ
と
を
語
り
、
福

業
を
修
め
る
よ
う
勧
め
た
。

唐
臨
は
こ
の
話
を
張
叡
冊
自
身
か
ら
聞
い
た
。

【
解
説
】
三
代
皇
帝
高
宗
の
時
代
に
唐
臨
は
大
理
卿
に
昇
進
し
て
お
り
、
大
理
丞
な

ど
の
大
理
寺
の
官
吏
に
関
す
る
説
話
が
、『
冥
報
記
』
に
は
少
な
く
な
い
。

30
唐
・
遜
迥
璞　

貞
観
十
三
年

【
概
要
】
殿
中
侍
御
医
遜
迥
璞
は
貞
観
十
三
年
（
６
３
９
）
帝
の
九
成
宮
へ
の
行
幸

に
従
っ
て
三
善
谷
に
宿
泊
し
た
際
、
夜
中
に
召
喚
さ
れ
冥
府
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う

に
な
っ
た
。
人
違
い
だ
っ
た
た
め
に
解
放
さ
れ
、
自
宅
に
帰
り
、
自
分
の
肉
体
に
魂

が
な
か
な
か
戻
れ
な
い
と
い
う
経
験
を
し
た
。
貞
観
十
七
年
（
６
４
３
）、
隣
家
の

鄭
国
公
魏
徴
が
死
ん
で
、
冥
府
の
大
陽
都
録
大
監
と
な
り
、
遜
迥
璞
を
記
室
に
指
名

し
た
た
め
に
冥
府
に
連
れ
て
行
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
出
立
前
に
僧
を
請
じ
て

行
道
さ
せ
、
造
像
・
写
経
も
し
た
功
徳
に
よ
り
冥
府
か
ら
帰
さ
れ
た
。

遜
迥
璞
自
身
が
唐
臨
に
語
っ
た
。

【
解
説
】
前
田
家
本
は
「
殿
中
侍
御
史
」
と
す
る
が
、
本
文
中
に
斉
王
の
元
に
行
き

病
気
の
治
療
を
行
う
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
、
高
山
寺
本
の
「
殿
中
侍
御

医
」
が
正
し
い
。
九
成
宮
は
、
隋
の
文
帝
の
仁
寿
宮
を
唐
の
太
宗
が
改
め
て
避
暑
宮

と
し
た
。
今
の
陜
西
省
麟
游
県
の
西
に
あ
っ
た
。「
45 

唐
・
馬
嘉
運
」
の
説
話
を
太

宗
の
下
問
に
よ
り
岑
文
本
が
奏
上
し
た
場
で
も
あ
る
。
魏
徴
は
貞
観
の
治
を
代
表
す

る
名
臣
。
太
宗
を
諌
め
る
こ
と
二
百
余
度
に
も
及
ん
だ
（『
旧
唐
書
』
七
一
・『
唐
書
』

九
七
）。

20
ａ
唐
・
董
雄　

貞
観
十
四
年　

【
概
要
】
貞
観
十
四
年
（
６
４
０
）、
若
い
時
か
ら
仏
道
を
信
じ
て
い
た
大
理
丞
の

董
雄
は
李
仙
僮
の
事
件
に
連
座
し
て
獄
に
繋
が
れ
た
が
、
獄
中
で
法
華
経
普
門
品
を

念
誦
す
る
と
鎖
が
解
け
る
と
い
う
奇
跡
が
起
こ
り
、
同
室
に
収
監
さ
れ
て
い
た
大
理

丞
の
李
敬
玄
・
司
直
の
王
忻
も
、
誦
経
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
李
敬
玄
は
も

と
は
仏
法
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
が
、
深
く
帰
依
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
人
と
も

に
後
に
無
罪
と
な
っ
た
。

唐
臨
は
病
気
の
時
に
見
舞
い
に
来
た
李
敬
玄
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
。
病
気
が
治

り
、
出
勤
す
る
と
御
史
台
の
官
吏
た
ち
も
同
じ
事
を
言
っ
て
い
た
。
の
ち
に
董
雄
か

ら
も
聞
い
た
。

【
解
説
】
李
敬
玄
（
６
１
５
〜
６
８
２
）
は
、後
に
中
書
令
に
な
る
人
物
（『
旧
唐
書
』

八
一
『
新
唐
書
』
一
〇
六
）
で
あ
る
が
、大
理
丞
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
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張
亮
自
ら
高
昱
に
語
り
、
幽
州
の
人
々
も
知
っ
て
い
る
話
で
あ
る
。

【
解
説
】
張
亮
は
貞
観
五
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
幽
州
、
夏
州
、
鄜
州
の
都
督
を
歴

任
し
て
い
る
こ
と
が
『
旧
唐
書
』
に
見
え
る
の
で
、
こ
の
出
来
事
が
起
き
た
の
は
、

貞
観
五
年
ま
た
は
六
年
の
こ
と
と
推
測
で
き
る
。『
旧
唐
書
』
に
は
張
亮
の
仏
教
信

仰
の
こ
と
は
見
え
な
い
が
、
熱
心
な
崇
仏
家
と
し
て
の
張
亮
に
関
す
る
史
料
は
少
な

く
な
い
。
太
宗
の
『
貶
蕭
瑀
手
詔
』（『
全
唐
文
』
八
）
に
は
「
往
前
朕
謂
張
亮
云
、

卿
既
事
佛
、
何
不
出
家
。」（
か
つ
て
朕
は
張
亮
に
「
そ
な
た
は
仏
に
仕
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
何
故
出
家
し
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
）
と
あ
り
、
ま
た
、
貞
観
五
年

に
は
張
亮
は
阿
育
王
寺
の
古
塔
の
土
台
に
覆
い
を
造
る
こ
と
を
奏
上
し
、
勅
許
を
得

て
い
る
（『
法
苑
珠
林
』
三
八
敬
塔
篇
）。

45
唐
・
馬
嘉
運　

貞
観
六
年

【
概
要
】
学
識
の
あ
る
こ
と
で
土
地
の
人
に
知
ら
れ
て
い
た
魏
郡
の
馬
嘉
運
は
、
貞

観
六
年
（
６
３
２
）
正
月
、
そ
の
才
学
を
見
込
ま
れ
東
海
公
府
の
記
室
候
補
者
と
し

て
冥
界
に
連
れ
て
行
か
れ
た
が
、
冥
府
の
司
刑
と
な
っ
て
い
た
益
州
行
台
郎
中
霍
璋

の
助
力
で
免
れ
、
代
わ
り
に
呉
人
の
陳
子
良
が
死
ん
だ
。
ま
た
、
馬
嘉
運
は
冥
界
に

連
れ
て
行
か
れ
た
時
に
、
知
人
で
あ
る
張
公
謹
の
妻
崔
氏
が
、
自
分
を
道
理
も
な
く

殺
し
た
夫
を
訴
え
て
い
る
の
を
見
た
が
、
そ
の
張
公
瑾
も
死
ん
だ
。
後
に
馬
嘉
運
は

冥
界
の
陳
子
良
に
訴
え
ら
れ
た
が
、
蜀
の
地
で
池
の
魚
を
買
い
取
り
放
生
を
し
た
功

徳
で
許
さ
れ
た
。

貞
観
中
に
九
成
宮
で
太
宗
が
こ
の
件
に
つ
い
て
下
問
し
、
中
書
侍
郎
岑
文
本
が
詳

し
く
記
録
し
て
奏
上
し
た
。
嘉
運
は
後
に
国
子
博
士
と
な
り
、
在
職
中
に
卒
し
た
。

【
解
説
】
馬
嘉
運
と
張
公
瑾
は
と
も
に
魏
州
（
現
在
の
河
北
省
魏
県
・
大
名
県
の
あ

た
り
）
の
人
。
張
公
瑾
は
、
凌
煙
閣
二
十
四
功
臣
に
も
選
ば
れ
て
い
る
太
宗
の
功
臣

の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
貞
観
六
年
四
月
に
三
九
才
で
病
死
し
て
お
り
、
死
因
を
妻
の

訴
え
と
す
る
本
話
が
貞
観
六
年
正
月
の
出
来
事
と
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る
。
高
山
寺
本
で
は
貞
観
六
年
で
は
な
く
武
徳
六
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
は
史
実
と
符
合
し
な
く
な
る
。

18
唐
・
戴
冑　

貞
観
八
年

【
概
要
】
唐
の
貞
観
七
年
（
６
３
３
）
に
死
亡
し
た
民
部
尚
書
の
載
冑
が
、
翌
年
の

八
月
に
友
人
の
舒
州
別
駕
沈
裕
の
夢
に
現
れ
「
私
は
、
生
前
、
誤
っ
た
上
奏
し
て
殺

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
私
の
供
養
の
際
に
羊
を
殺
し
て
供
え
た
人
が
い
た
。
こ

の
二
つ
の
罪
の
た
め
に
、
私
は
苦
を
受
け
て
い
る
が
、
漸
く
償
い
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。」と
言
い
、ま
た
沈
裕
が
五
品
の
官
位
を
得
る
こ
と
を
予
言
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
年
の
冬
の
人
事
で
そ
の
予
言
は
実
現
せ
ず
、
沈
裕
は
夢
は
当
て
に
な
ら
な
い
と

人
に
語
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
貞
観
九
年
の
春
、
沈
裕
は
五
品
の
位
を
得
て
、
務
州

の
治
中
と
な
っ
た
。

吏
部
侍
郎
で
あ
っ
た
唐
臨
の
兄
が
、
こ
の
話
を
聞
い
て
き
た
。
ま
た
沈
裕
自
身
も

話
し
て
い
た
。

【
解
説
】
前
田
家
本
は
戴
冑
を
「
戴
素
曺
」
と
す
る
が
、
そ
の
箇
所
は
高
山
寺
本
で

は
「
戴
胄
素
」、
知
恩
院
本
で
は
「
素
戴
胄
」
と
な
っ
て
い
る
。「
素
」
は
「
も
と
よ

り
」
の
意
で
、
前
田
家
本
が
「
戴
素
曺
」
と
し
て
い
る
の
は
誤
写
。
載
冑
は
貞
観
三

年
（
６
２
９
）
に
民
部
尚
書
と
な
り
、
そ
の
後
吏
部
尚
書
と
な
っ
た
が
免
ぜ
ら
れ

て
、
民
部
尚
書
参
豫
朝
政
と
な
っ
て
い
た
。
唐
臨
の
兄
唐
皎
は
、
貞
観
中
に
吏
部

侍
郎
と
な
り
、
後
に
益
州
長
吏
と
な
っ
て
卒
し
た
（『
旧
唐
書
』
八
五
・『
新
唐
書
』

一
〇
三
）。

６
唐
・
釋
道
英　
貞
観
十
年

【
概
要
】
若
い
時
か
ら
禅
の
修
行
を
し
て
い
た
河
東
の
沙
門
道
英
は
、
冬
の
末
に
黄

（7）

『冥報記』クロニクル―唐朝編―

河
を
渡
っ
た
際
に
船
が
沈
没
し
、
他
の
人
が
皆
死
ん
だ
中
で
、
一
人
だ
け
水
中
を
歩

き
、
氷
を
穿
っ
て
岸
に
上
が
る
こ
と
が
出
来
た
。
体
が
火
で
炙
っ
た
よ
う
で
寒
そ
う

な
様
子
も
な
か
っ
た
の
は
禅
定
に
入
っ
て
い
た
た
め
だ
と
識
者
は
考
え
た
。
ま
た
、

仁
寿
寺
で
食
を
求
め
て
道
懸
に
皮
肉
を
言
わ
れ
た
際
、
逆
に
そ
の
心
の
余
裕
の
な
さ

を
指
摘
し
、
道
懸
を
感
嘆
さ
せ
た
。
貞
観
中
に
卒
し
た
。

法
端
を
は
じ
め
道
俗
皆
が
語
っ
た
話
で
あ
る
。

【
解
説
】
道
英
は
普
済
寺
の
僧
で
、
貞
観
十
年
（
６
３
６
）
九
月
、
七
七
歳
で
卒
し

て
い
る
（『
続
高
僧
伝
』
二
五
、『
華
厳
経
伝
記
』
三
）
の
で
、
標
題
に
は
そ
の
年
を

記
し
た
。
道
懸
の
こ
と
は
「
５
唐
・
釋
道
懸
」
に
見
え
る
。
法
端
は
「
４
唐
・
練
行

尼
」
の
話
者
で
も
あ
る
。

22
唐
・
元
大
宝　

貞
観
十
一
年

【
概
要
】
貞
観
中
に
大
理
丞
で
あ
っ
た
河
南
の
元
大
宝
は
仲
の
良
い
同
僚
の
張
叡
冊

と
、先
に
死
ん
だ
方
が
因
果
の
有
無
を
も
う
一
人
に
教
え
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。

元
大
宝
は
貞
観
十
一
年
（
６
３
７
）、
帝
の
行
幸
に
従
っ
て
洛
陽
に
行
っ
た
際
に
病

死
し
、
翌
日
に
張
叡
冊
の
夢
に
現
れ
て
冥
報
の
確
か
に
存
在
す
る
こ
と
を
語
り
、
福

業
を
修
め
る
よ
う
勧
め
た
。

唐
臨
は
こ
の
話
を
張
叡
冊
自
身
か
ら
聞
い
た
。

【
解
説
】
三
代
皇
帝
高
宗
の
時
代
に
唐
臨
は
大
理
卿
に
昇
進
し
て
お
り
、
大
理
丞
な

ど
の
大
理
寺
の
官
吏
に
関
す
る
説
話
が
、『
冥
報
記
』
に
は
少
な
く
な
い
。

30
唐
・
遜
迥
璞　

貞
観
十
三
年

【
概
要
】
殿
中
侍
御
医
遜
迥
璞
は
貞
観
十
三
年
（
６
３
９
）
帝
の
九
成
宮
へ
の
行
幸

に
従
っ
て
三
善
谷
に
宿
泊
し
た
際
、
夜
中
に
召
喚
さ
れ
冥
府
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う

に
な
っ
た
。
人
違
い
だ
っ
た
た
め
に
解
放
さ
れ
、
自
宅
に
帰
り
、
自
分
の
肉
体
に
魂

が
な
か
な
か
戻
れ
な
い
と
い
う
経
験
を
し
た
。
貞
観
十
七
年
（
６
４
３
）、
隣
家
の

鄭
国
公
魏
徴
が
死
ん
で
、
冥
府
の
大
陽
都
録
大
監
と
な
り
、
遜
迥
璞
を
記
室
に
指
名

し
た
た
め
に
冥
府
に
連
れ
て
行
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
出
立
前
に
僧
を
請
じ
て

行
道
さ
せ
、
造
像
・
写
経
も
し
た
功
徳
に
よ
り
冥
府
か
ら
帰
さ
れ
た
。

遜
迥
璞
自
身
が
唐
臨
に
語
っ
た
。

【
解
説
】
前
田
家
本
は
「
殿
中
侍
御
史
」
と
す
る
が
、
本
文
中
に
斉
王
の
元
に
行
き

病
気
の
治
療
を
行
う
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
、
高
山
寺
本
の
「
殿
中
侍
御

医
」
が
正
し
い
。
九
成
宮
は
、
隋
の
文
帝
の
仁
寿
宮
を
唐
の
太
宗
が
改
め
て
避
暑
宮

と
し
た
。
今
の
陜
西
省
麟
游
県
の
西
に
あ
っ
た
。「
45 

唐
・
馬
嘉
運
」
の
説
話
を
太

宗
の
下
問
に
よ
り
岑
文
本
が
奏
上
し
た
場
で
も
あ
る
。
魏
徴
は
貞
観
の
治
を
代
表
す

る
名
臣
。
太
宗
を
諌
め
る
こ
と
二
百
余
度
に
も
及
ん
だ
（『
旧
唐
書
』
七
一
・『
唐
書
』

九
七
）。

20
ａ
唐
・
董
雄　

貞
観
十
四
年　

【
概
要
】
貞
観
十
四
年
（
６
４
０
）、
若
い
時
か
ら
仏
道
を
信
じ
て
い
た
大
理
丞
の

董
雄
は
李
仙
僮
の
事
件
に
連
座
し
て
獄
に
繋
が
れ
た
が
、
獄
中
で
法
華
経
普
門
品
を

念
誦
す
る
と
鎖
が
解
け
る
と
い
う
奇
跡
が
起
こ
り
、
同
室
に
収
監
さ
れ
て
い
た
大
理

丞
の
李
敬
玄
・
司
直
の
王
忻
も
、
誦
経
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
李
敬
玄
は
も

と
は
仏
法
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
が
、
深
く
帰
依
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
人
と
も

に
後
に
無
罪
と
な
っ
た
。

唐
臨
は
病
気
の
時
に
見
舞
い
に
来
た
李
敬
玄
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
。
病
気
が
治

り
、
出
勤
す
る
と
御
史
台
の
官
吏
た
ち
も
同
じ
事
を
言
っ
て
い
た
。
の
ち
に
董
雄
か

ら
も
聞
い
た
。

【
解
説
】
李
敬
玄
（
６
１
５
〜
６
８
２
）
は
、後
に
中
書
令
に
な
る
人
物
（『
旧
唐
書
』

八
一
『
新
唐
書
』
一
〇
六
）
で
あ
る
が
、大
理
丞
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。



126 （4）

日本女子大学紀要　人間社会学部　第25号　Japan Women’s University Journal vol.25（2014）

く
し
て
い
る
。

岑
文
本
は
こ
の
妾
に
会
っ
て
本
人
か
ら
聞
い
た
。
唐
臨
も
使
者
と
し
て
江
上
に
赴

い
た
際
に
船
頭
か
ら
聞
い
た
。

【
解
説
】
岑
文
本
は
、頻
出
す
る
話
者
の
一
人
で
あ
る
。
蘇
長
は
蘇
世
長
の
こ
と
で
、

蘇
長
と
呼
ぶ
の
は
唐
の
太
祖
李
世
民
の
世
の
字
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
京
兆
、
武

功
の
人
。
隋
の
大
業
中
、
都
水
少
監
と
な
る
。
唐
の
高
祖
よ
り
諫
議
大
夫
を
拝
し
、

奢
侈
を
戒
め
る
な
ど
の
諫
言
を
し
た
。
巴
州
刺
史
と
な
り
船
が
転
覆
し
て
溺
死
し
た

こ
と
も
史
書
に
見
え
る
（『
旧
唐
書
』
七
五
・『
新
唐
書
』
一
〇
三
）。
巴
州
は
現
在

の
四
川
省
重
慶
地
方
。
嘉
陵
江
は
四
川
省
を
流
れ
る
大
河
で
あ
る
。

23
唐
・
鄭
師
弁 

武
徳
中
か
？

【
概
要
】東
宮
右
監
門
兵
曹
参
軍
鄭
師
弁
は
未
だ
弱
冠
に
も
な
ら
ぬ
頃
急
病
で
死
に
、

冥
府
に
連
行
さ
れ
た
が
、
知
り
合
い
の
僧
に
助
け
ら
れ
、
五
戒
を
授
け
ら
れ
て
蘇
生

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、
数
年
後
、
友
人
に
勧
め
ら
れ
て
猪
の
肉
を
食
う

と
翌
朝
に
は
口
に
血
が
溜
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
数
年
し
て
結
婚
し
、
妻
の
実
家
で
肉

を
食
わ
さ
れ
る
と
、
鼻
に
癒
え
る
こ
と
の
な
い
瘡
が
出
来
た
。

唐
臨
は
、
昔
、
鄭
師
弁
と
東
宮
に
宿
直
し
た
際
に
、
本
人
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
。

【
説
明
】鄭
師
弁
の
名
は
前
田
家
本
で
は「
邵
師
弁
」と
な
っ
て
い
る
が
、『
太
平
広
記
』

所
引
「
法
苑
珠
林
」
に
拠
り
「
鄭
師
弁
」
に
改
め
た
。
鄭
師
弁
ま
た
は
邵
師
弁
は
伝

未
詳
で
あ
る
が
、
唐
臨
は
武
徳
年
間
に
太
子
李
建
成
に
仕
え
、
左
衛
率
府
鎧
曹
參
軍

と
な
っ
て
い
る
。
東
宮
右
監
門
兵
曹
参
軍
で
あ
る
鄭
師
弁
と
と
も
に
東
宮
に
宿
直
し

た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
時
期
で
あ
り
、
本
話
は
武
徳
期
の
説
話
に
分
類
し

た
。

Ⅱ
貞
観
年
間
（
６
２
７
〜
６
４
９
）

武
徳
九
年
（
６
２
６
）、
李
世
民
は
玄
武
門
の
変
に
お
い
て
皇
太
子
で
あ
る
兄
李

建
成
を
討
ち
、
高
祖
を
退
位
さ
せ
、
唐
朝
二
代
皇
帝
太
宗
と
し
て
即
位
し
、
翌
年

（
６
２
７
）、
貞
観
と
改
元
し
た
。
貞
観
は
二
十
三
年
続
き
、
太
宗
の
崩
御
ま
で
改
元

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

唐
臨
に
と
っ
て
は
二
十
代
の
終
わ
り
か
ら
五
十
歳
ご
ろ
ま
で
の
時
期
と
な
る
。

55
唐
・
柳
智
感　

貞
観
初

【
概
要
】
貞
観
の
初
め
、
長
挙
県
（
現
在
の
浙
江
省
長
挙
県
）
の
令
で
あ
っ
た
河
東

の
柳
智
感
は
、
冥
府
に
召
喚
さ
れ
、
冥
官
に
任
じ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
親
が
老

い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
死
を
免
れ
、
生
き
た
ま
ま
、
昼
は
現
世
の
県
令
、
夜

は
冥
府
の
判
官
を
勤
め
る
事
と
な
っ
た
。
冥
簿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
柳
智
感
は
知
人
た
ち
に
先
々
の
こ
と
を
知
ら
せ
、
善
行
を
積
ま
せ
て
、
死
後
の
罰

を
免
れ
さ
せ
た
。
や
が
て
正
規
の
冥
官
が
着
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
柳
智
感
は
解
任

さ
れ
た
が
、
現
世
の
仕
事
で
囚
人
を
逃
亡
さ
せ
る
と
い
う
失
敗
を
犯
し
た
際
に
、
冥

官
だ
っ
た
時
の
下
吏
の
助
力
で
、
逃
亡
し
た
囚
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
話
は
柳
智
感
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た
光
録
卿
柳
亨
が
唐
臨
に
語
っ
た
。
御
史

の
裴
同
節
ら
数
人
の
説
く
と
こ
ろ
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

【
解
説
】
柳
智
感
が
「
河
東
の
柳
智
感
」
と
呼
称
さ
れ
る
の
は
、
柳
智
感
が
柳
宗
元

ら
と
同
じ
く
、
河
東
（
山
西
省
）
を
本
籍
地
と
す
る
名
族
柳
氏
に
連
な
る
人
物
で
あ

る
た
め
で
あ
る
。

４
唐
・
練
行
尼　

貞
観
二
年 

【
概
要
】
河
東
の
法
花
経
読
誦
の
修
行
を
し
て
い
た
尼
は
、
能
書
の
人
に
精
進
潔
斎

さ
せ
て
八
年
か
け
て
書
写
さ
せ
た
法
華
経
を
持
っ
て
い
た
が
、
竜
門
の
僧
法
端
に
強

（5）

『冥報記』クロニクル―唐朝編―

引
に
譲
渡
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
法
端
が
見
よ
う
と
す
る
と
経
は
文
字
の
書
か
れ

て
い
な
い
黄
紙
に
変
じ
て
お
り
、
恥
じ
恐
れ
た
法
端
は
経
を
返
却
し
、
尼
が
悲
し
み

な
が
ら
も
経
を
捧
げ
て
行
道
す
る
こ
と
七
日
七
夜
に
及
ぶ
と
、
経
の
文
字
が
元
に

戻
っ
て
い
た
。

貞
観
二
年
（
６
２
８
）、
法
端
自
ら
唐
臨
に
語
っ
た
。
た
だ
し
唐
臨
は
そ
の
尼
の

名
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
解
説
】『
法
苑
珠
林
』
巻
二
七
は
、こ
の
尼
の
名
を
「
法
信
」
と
す
る
。『
冥
報
記
』

に
は
、
本
話
の
よ
う
な
河
東
関
連
の
話
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
李
建
成
の
部

下
で
あ
っ
た
唐
臨
が
、
玄
武
門
の
変
の
後
、
中
央
か
ら
排
斥
さ
れ
、
河
東
万
泉
県
の

丞
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

５
唐
・
釋
道
懸  

貞
観
二
年

【
概
要
】
蒲
州
（
現
在
の
山
西
省
永
済
市
の
あ
た
り
）、
仁
寿
寺
の
僧
道
懸
は
、
涅

槃
経
の
講
経
に
長
け
て
い
た
。貞
観
二
年（
６
２
８
）、崔
義
真
が
虞
郷
の
県
令
と
な
っ

た
時
、
人
々
に
依
頼
さ
れ
て
講
経
を
行
っ
た
道
懸
は
『
涅
槃
経
』
を
「
師
子
吼
菩
薩

品
第
十
一
」
ま
で
講
じ
て
、
突
然
卒
し
た
。
崔
義
真
が
自
ら
道
懸
を
終
南
山
に
野
辺

送
り
と
こ
ろ
、
十
一
月
で
あ
っ
た
の
に
遺
体
の
周
囲
に
花
が
咲
き
、
七
日
後
に
し
ぼ

ん
だ
。

こ
れ
は
、
崔
義
真
や
現
地
の
人
々
の
皆
話
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

【
解
説
】
仁
寿
寺
は
『
続
高
僧
伝
』
巻
十
四
に
も
見
え
る
。
今
の
山
西
省
洪
洞
県
の

南
に
あ
っ
た
。
本
話
も
河
東
関
連
話
で
あ
る
。

51
唐
・
竇
軌    

貞
観
二
年

【
概
要
】
殺
戮
を
好
ん
だ
洛
州
都
督
竇
軌
は
、
益
洲
行
台
僕
射
と
し
て
多
数
の
将
士

や
行
台
尚
書
韋
雲
起
を
殺
害
し
た
。
貞
観
二
年
（
６
２
８
）
冬
、
洛
陽
で
病
気
に
な

り
、
何
人
も
の
生
首
が
自
分
を
責
め
立
て
る
の
を
見
て
死
ん
だ
。

【
解
説
】
竇
軌
は
、
武
徳
九
年
（
６
２
６
）、
玄
武
門
の
変
が
起
き
る
と
、
仲
の
悪

か
っ
た
行
台
尚
書
韋
雲
を
李
建
成
の
一
味
と
し
て
処
刑
し
た
。
竇
軌
は
貞
観
四
年

（
６
３
０
）
に
死
ん
だ
。

42
唐
・
殷
安
仁　

貞
観
三
年

【
概
要
】 

京
兆
の
金
持
ち
殷
安
仁
は
慈
門
寺
の
僧
を
供
養
し
て
い
た
。
義
寧（
６
１
７

〜
６
１
８
）
の
初
め
、
客
が
他
所
で
盗
ん
だ
驢
馬
の
皮
を
殷
安
仁
に
送
っ
た
。
貞
観

三
年
（
６
２
９
）
に
な
っ
て
、
驢
馬
の
殺
害
で
冥
府
の
召
喚
を
受
け
た
殷
安
仁
は
慈

門
寺
の
坐
仏
堂
に
逃
げ
込
み
、
手
の
出
せ
な
い
冥
吏
に
、
驢
馬
を
殺
し
た
の
は
自
分

で
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
驢
馬
の
た
め
に
追
福
を
す
る
こ
と
を
述
べ
て
驢
馬
と
交
渉
し

て
も
ら
い
、
罪
を
免
れ
、
驢
馬
の
た
め
に
追
福
を
行
っ
た
。

盧
文
厲
が
唐
臨
に
こ
の
事
を
話
し
た
際
に
、
殷
安
仁
は
今
も
健
在
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
。

【
解
説
】
義
寧
（
６
１
７
〜
６
１
８
）
は
唐
王
李
淵
の
傀
儡
で
あ
っ
た
隋
の
恭
帝
の

元
号
。
李
淵
に
皇
位
を
禅
譲
し
義
寧
二
年
（
６
１
８
）
は
武
徳
元
年
と
な
っ
た
。
慈

門
寺
は
京
城
の
五
寺
の
一
。
盧
文
厲
は
監
察
御
史
で
、
河
東
か
ら
中
央
に
復
帰
し
た

唐
臨
の
侍
御
史
時
代
の
同
僚
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

16
唐
・
張
亮　

貞
観
五
年
頃

【
概
要
】
幽
州
の
都
督
張
亮
は
仏
教
を
信
じ
て
お
り
、
智
泉
寺
の
我
が
身
と
同
じ
大

き
さ
の
仏
像
を
特
別
に
供
養
し
て
い
た
。
あ
る
時
、
張
亮
が
そ
の
仏
を
供
養
し
て
い

る
際
に
、
寺
に
落
雷
が
あ
り
、
柱
が
壊
れ
て
、
撥
ね
た
柱
の
欠
片
が
張
亮
の
額
を
直

撃
し
た
が
、
張
亮
は
痛
み
も
感
じ
ず
、
怪
我
も
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
額
に
赤
い
痕

が
あ
っ
た
。
仏
像
を
見
る
と
、
仏
の
額
に
大
き
な
痕
が
出
来
て
い
た
。
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く
し
て
い
る
。

岑
文
本
は
こ
の
妾
に
会
っ
て
本
人
か
ら
聞
い
た
。
唐
臨
も
使
者
と
し
て
江
上
に
赴

い
た
際
に
船
頭
か
ら
聞
い
た
。

【
解
説
】
岑
文
本
は
、頻
出
す
る
話
者
の
一
人
で
あ
る
。
蘇
長
は
蘇
世
長
の
こ
と
で
、

蘇
長
と
呼
ぶ
の
は
唐
の
太
祖
李
世
民
の
世
の
字
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
京
兆
、
武

功
の
人
。
隋
の
大
業
中
、
都
水
少
監
と
な
る
。
唐
の
高
祖
よ
り
諫
議
大
夫
を
拝
し
、

奢
侈
を
戒
め
る
な
ど
の
諫
言
を
し
た
。
巴
州
刺
史
と
な
り
船
が
転
覆
し
て
溺
死
し
た

こ
と
も
史
書
に
見
え
る
（『
旧
唐
書
』
七
五
・『
新
唐
書
』
一
〇
三
）。
巴
州
は
現
在

の
四
川
省
重
慶
地
方
。
嘉
陵
江
は
四
川
省
を
流
れ
る
大
河
で
あ
る
。

23
唐
・
鄭
師
弁 

武
徳
中
か
？

【
概
要
】東
宮
右
監
門
兵
曹
参
軍
鄭
師
弁
は
未
だ
弱
冠
に
も
な
ら
ぬ
頃
急
病
で
死
に
、

冥
府
に
連
行
さ
れ
た
が
、
知
り
合
い
の
僧
に
助
け
ら
れ
、
五
戒
を
授
け
ら
れ
て
蘇
生

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、
数
年
後
、
友
人
に
勧
め
ら
れ
て
猪
の
肉
を
食
う

と
翌
朝
に
は
口
に
血
が
溜
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
数
年
し
て
結
婚
し
、
妻
の
実
家
で
肉

を
食
わ
さ
れ
る
と
、
鼻
に
癒
え
る
こ
と
の
な
い
瘡
が
出
来
た
。

唐
臨
は
、
昔
、
鄭
師
弁
と
東
宮
に
宿
直
し
た
際
に
、
本
人
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
。

【
説
明
】鄭
師
弁
の
名
は
前
田
家
本
で
は「
邵
師
弁
」と
な
っ
て
い
る
が
、『
太
平
広
記
』

所
引
「
法
苑
珠
林
」
に
拠
り
「
鄭
師
弁
」
に
改
め
た
。
鄭
師
弁
ま
た
は
邵
師
弁
は
伝

未
詳
で
あ
る
が
、
唐
臨
は
武
徳
年
間
に
太
子
李
建
成
に
仕
え
、
左
衛
率
府
鎧
曹
參
軍

と
な
っ
て
い
る
。
東
宮
右
監
門
兵
曹
参
軍
で
あ
る
鄭
師
弁
と
と
も
に
東
宮
に
宿
直
し

た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
時
期
で
あ
り
、
本
話
は
武
徳
期
の
説
話
に
分
類
し

た
。

Ⅱ
貞
観
年
間
（
６
２
７
〜
６
４
９
）

武
徳
九
年
（
６
２
６
）、
李
世
民
は
玄
武
門
の
変
に
お
い
て
皇
太
子
で
あ
る
兄
李

建
成
を
討
ち
、
高
祖
を
退
位
さ
せ
、
唐
朝
二
代
皇
帝
太
宗
と
し
て
即
位
し
、
翌
年

（
６
２
７
）、
貞
観
と
改
元
し
た
。
貞
観
は
二
十
三
年
続
き
、
太
宗
の
崩
御
ま
で
改
元

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

唐
臨
に
と
っ
て
は
二
十
代
の
終
わ
り
か
ら
五
十
歳
ご
ろ
ま
で
の
時
期
と
な
る
。

55
唐
・
柳
智
感　

貞
観
初

【
概
要
】
貞
観
の
初
め
、
長
挙
県
（
現
在
の
浙
江
省
長
挙
県
）
の
令
で
あ
っ
た
河
東

の
柳
智
感
は
、
冥
府
に
召
喚
さ
れ
、
冥
官
に
任
じ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
親
が
老

い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
死
を
免
れ
、
生
き
た
ま
ま
、
昼
は
現
世
の
県
令
、
夜

は
冥
府
の
判
官
を
勤
め
る
事
と
な
っ
た
。
冥
簿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
柳
智
感
は
知
人
た
ち
に
先
々
の
こ
と
を
知
ら
せ
、
善
行
を
積
ま
せ
て
、
死
後
の
罰

を
免
れ
さ
せ
た
。
や
が
て
正
規
の
冥
官
が
着
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
柳
智
感
は
解
任

さ
れ
た
が
、
現
世
の
仕
事
で
囚
人
を
逃
亡
さ
せ
る
と
い
う
失
敗
を
犯
し
た
際
に
、
冥

官
だ
っ
た
時
の
下
吏
の
助
力
で
、
逃
亡
し
た
囚
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
話
は
柳
智
感
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た
光
録
卿
柳
亨
が
唐
臨
に
語
っ
た
。
御
史

の
裴
同
節
ら
数
人
の
説
く
と
こ
ろ
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

【
解
説
】
柳
智
感
が
「
河
東
の
柳
智
感
」
と
呼
称
さ
れ
る
の
は
、
柳
智
感
が
柳
宗
元

ら
と
同
じ
く
、
河
東
（
山
西
省
）
を
本
籍
地
と
す
る
名
族
柳
氏
に
連
な
る
人
物
で
あ

る
た
め
で
あ
る
。

４
唐
・
練
行
尼　

貞
観
二
年 

【
概
要
】
河
東
の
法
花
経
読
誦
の
修
行
を
し
て
い
た
尼
は
、
能
書
の
人
に
精
進
潔
斎

さ
せ
て
八
年
か
け
て
書
写
さ
せ
た
法
華
経
を
持
っ
て
い
た
が
、
竜
門
の
僧
法
端
に
強

（5）

『冥報記』クロニクル―唐朝編―

引
に
譲
渡
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
法
端
が
見
よ
う
と
す
る
と
経
は
文
字
の
書
か
れ

て
い
な
い
黄
紙
に
変
じ
て
お
り
、
恥
じ
恐
れ
た
法
端
は
経
を
返
却
し
、
尼
が
悲
し
み

な
が
ら
も
経
を
捧
げ
て
行
道
す
る
こ
と
七
日
七
夜
に
及
ぶ
と
、
経
の
文
字
が
元
に

戻
っ
て
い
た
。

貞
観
二
年
（
６
２
８
）、
法
端
自
ら
唐
臨
に
語
っ
た
。
た
だ
し
唐
臨
は
そ
の
尼
の

名
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
解
説
】『
法
苑
珠
林
』
巻
二
七
は
、こ
の
尼
の
名
を
「
法
信
」
と
す
る
。『
冥
報
記
』

に
は
、
本
話
の
よ
う
な
河
東
関
連
の
話
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
李
建
成
の
部

下
で
あ
っ
た
唐
臨
が
、
玄
武
門
の
変
の
後
、
中
央
か
ら
排
斥
さ
れ
、
河
東
万
泉
県
の

丞
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

５
唐
・
釋
道
懸  

貞
観
二
年

【
概
要
】
蒲
州
（
現
在
の
山
西
省
永
済
市
の
あ
た
り
）、
仁
寿
寺
の
僧
道
懸
は
、
涅

槃
経
の
講
経
に
長
け
て
い
た
。貞
観
二
年（
６
２
８
）、崔
義
真
が
虞
郷
の
県
令
と
な
っ

た
時
、
人
々
に
依
頼
さ
れ
て
講
経
を
行
っ
た
道
懸
は
『
涅
槃
経
』
を
「
師
子
吼
菩
薩

品
第
十
一
」
ま
で
講
じ
て
、
突
然
卒
し
た
。
崔
義
真
が
自
ら
道
懸
を
終
南
山
に
野
辺

送
り
と
こ
ろ
、
十
一
月
で
あ
っ
た
の
に
遺
体
の
周
囲
に
花
が
咲
き
、
七
日
後
に
し
ぼ

ん
だ
。

こ
れ
は
、
崔
義
真
や
現
地
の
人
々
の
皆
話
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

【
解
説
】
仁
寿
寺
は
『
続
高
僧
伝
』
巻
十
四
に
も
見
え
る
。
今
の
山
西
省
洪
洞
県
の

南
に
あ
っ
た
。
本
話
も
河
東
関
連
話
で
あ
る
。

51
唐
・
竇
軌    

貞
観
二
年

【
概
要
】
殺
戮
を
好
ん
だ
洛
州
都
督
竇
軌
は
、
益
洲
行
台
僕
射
と
し
て
多
数
の
将
士

や
行
台
尚
書
韋
雲
起
を
殺
害
し
た
。
貞
観
二
年
（
６
２
８
）
冬
、
洛
陽
で
病
気
に
な

り
、
何
人
も
の
生
首
が
自
分
を
責
め
立
て
る
の
を
見
て
死
ん
だ
。

【
解
説
】
竇
軌
は
、
武
徳
九
年
（
６
２
６
）、
玄
武
門
の
変
が
起
き
る
と
、
仲
の
悪

か
っ
た
行
台
尚
書
韋
雲
を
李
建
成
の
一
味
と
し
て
処
刑
し
た
。
竇
軌
は
貞
観
四
年

（
６
３
０
）
に
死
ん
だ
。

42
唐
・
殷
安
仁　

貞
観
三
年

【
概
要
】 

京
兆
の
金
持
ち
殷
安
仁
は
慈
門
寺
の
僧
を
供
養
し
て
い
た
。
義
寧（
６
１
７

〜
６
１
８
）
の
初
め
、
客
が
他
所
で
盗
ん
だ
驢
馬
の
皮
を
殷
安
仁
に
送
っ
た
。
貞
観

三
年
（
６
２
９
）
に
な
っ
て
、
驢
馬
の
殺
害
で
冥
府
の
召
喚
を
受
け
た
殷
安
仁
は
慈

門
寺
の
坐
仏
堂
に
逃
げ
込
み
、
手
の
出
せ
な
い
冥
吏
に
、
驢
馬
を
殺
し
た
の
は
自
分

で
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
驢
馬
の
た
め
に
追
福
を
す
る
こ
と
を
述
べ
て
驢
馬
と
交
渉
し

て
も
ら
い
、
罪
を
免
れ
、
驢
馬
の
た
め
に
追
福
を
行
っ
た
。

盧
文
厲
が
唐
臨
に
こ
の
事
を
話
し
た
際
に
、
殷
安
仁
は
今
も
健
在
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
。

【
解
説
】
義
寧
（
６
１
７
〜
６
１
８
）
は
唐
王
李
淵
の
傀
儡
で
あ
っ
た
隋
の
恭
帝
の

元
号
。
李
淵
に
皇
位
を
禅
譲
し
義
寧
二
年
（
６
１
８
）
は
武
徳
元
年
と
な
っ
た
。
慈

門
寺
は
京
城
の
五
寺
の
一
。
盧
文
厲
は
監
察
御
史
で
、
河
東
か
ら
中
央
に
復
帰
し
た

唐
臨
の
侍
御
史
時
代
の
同
僚
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

16
唐
・
張
亮　

貞
観
五
年
頃

【
概
要
】
幽
州
の
都
督
張
亮
は
仏
教
を
信
じ
て
お
り
、
智
泉
寺
の
我
が
身
と
同
じ
大

き
さ
の
仏
像
を
特
別
に
供
養
し
て
い
た
。
あ
る
時
、
張
亮
が
そ
の
仏
を
供
養
し
て
い

る
際
に
、
寺
に
落
雷
が
あ
り
、
柱
が
壊
れ
て
、
撥
ね
た
柱
の
欠
片
が
張
亮
の
額
を
直

撃
し
た
が
、
張
亮
は
痛
み
も
感
じ
ず
、
怪
我
も
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
額
に
赤
い
痕

が
あ
っ
た
。
仏
像
を
見
る
と
、
仏
の
額
に
大
き
な
痕
が
出
来
て
い
た
。
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【
解
説
】
岑
文
本
（
５
９
５
〜
６
４
５
）
は
官
は
中
書
令
に
至
り
、
江
陵
県
子
に
封

ぜ
ら
れ
た
（『
旧
唐
書
』
七
〇
・『
唐
書
』
一
〇
二
）。『
冥
報
記
』
の
重
要
な
説
話

提
供
者
の
一
人
で
あ
る
。
本
話
は
天
下
大
乱
の
す
こ
し
前
の
話
で
あ
る
の
で
大
業

（
６
０
５
〜
６
１
８
）
の
頃
の
出
来
事
と
考
え
ら
れ
る
。「
25
隋
・
眭
仁
蒨
」
の
末
尾

に
、
文
本
は
父
が
死
ん
で
、
邯
鄲
か
ら
郷
里
の
江
陵
に
帰
っ
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
水
難
は
、
こ
の
帰
省
の
時
に
遭
遇
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
江
陵

で
斎
会
を
設
け
た
と
い
う
の
が
、
父
親
の
供
養
の
為
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

二
　
唐
朝
期
の
説
話

Ⅰ
武
徳
年
間
（
６
１
８
〜
６
２
６
）

武
徳
は
、
唐
の
高
祖
李
淵
の
治
世
に
行
わ
れ
た
唐
朝
最
初
の
年
号
で
あ
る
。
隋
の

義
寧
二
年
（
６
１
８
）
五
月
、
唐
王
李
淵
は
、
自
ら
の
傀
儡
と
し
て
い
た
恭
帝
の
禅

譲
を
受
け
て
唐
の
高
祖
と
し
て
即
位
し
、
武
徳
と
改
元
し
た
。
以
後
、
高
祖
の
退
位

ま
で
改
元
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

隋
の
開
皇
二
〇
年
（
６
０
０
）
頃
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
唐
臨
に
と
っ
て
は
、

武
徳
は
弱
冠
頃
か
ら
二
十
代
半
ば
過
ぎ
ま
で
の
時
期
で
あ
り
、
皇
太
子
李
建
成
に
仕

え
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。

49
唐
・
孔
恪　

武
徳
初

【
概
要
】
武
徳
の
初
め
、
遂
州
総
官
府
の
記
室
参
軍
で
あ
っ
た
孔
恪
は
、
冥
府
に
連

行
さ
れ
、
牛
や
鴨
を
殺
し
、
鶏
卵
を
食
べ
た
罪
を
問
わ
れ
、
数
年
前
に
死
ん
だ
弟
も

証
人
と
し
て
召
喚
さ
れ
た
。
孔
恪
は
牛
や
鴨
を
殺
し
た
こ
と
は
公
務
の
た
め
、
鶏
卵

は
幼
い
時
に
母
が
食
べ
さ
せ
た
も
の
、
と
言
い
訳
を
し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、

有
罪
の
判
決
を
受
け
た
。
し
か
し
、
善
行
も
あ
っ
た
と
い
う
主
張
が
認
め
ら
れ
、
七

日
間
の
猶
予
が
与
え
ら
れ
、
蘇
生
し
た
孔
恪
は
僧
尼
を
集
め
て
行
道
懺
悔
し
、
七
日

目
に
家
人
に
別
れ
を
告
げ
て
命
終
し
た
。

唐
臨
の
兄
が
遂
州
総
官
府
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
話
を
詳
し
く

知
っ
て
い
た
。

【
解
説
】
遂
州
は
現
在
の
四
川
省
遂
寧
市
。
唐
臨
の
兄
、
皎
は
武
徳
の
初
め
は
秦
王

府
記
室
と
し
て
秦
王
で
あ
っ
た
李
世
民
に
仕
え
、
李
世
民
の
征
討
軍
の
檄
文
作
成
を

担
当
し
て
い
た
（『
新
唐
書
』
巻
一
一
三
）。

14
唐
・
韋
仲
珪　

武
徳
中

【
概
要
】
臨
邛
の
孝
子
、
韋
仲
珪
は
、
武
徳
年
間
に
父
が
病
死
し
、
墓
石
の
傍
ら
に

庵
を
結
び
、
法
華
経
を
読
誦
す
る
こ
と
数
年
に
及
び
、
虎
が
経
を
聴
き
に
来
る
、
墓

の
周
囲
に
茎
が
赤
く
蓋
は
紫
の
芝
草
が
生
え
る
等
の
奇
瑞
が
あ
り
、
表
彰
さ
れ
た
。

【
解
説
】
臨
邛
は
現
在
の
四
川
省
邛
崃
市
で
あ
る
。
高
山
寺
本·

知
恩
院
本
で
は
前

話
の
「
13
隋
・
蕭
璟
」
の
末
尾
に
韋
仲
珪
の
弟
で
大
理
主
簿
の
韋
孝
諧
が
こ
の
話
を

語
っ
た
と
す
る
注
記
）
3
（

が
あ
る
が
、
本
来
は
本
話
の
注
記
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
高
山
寺
本
・
知
恩
院
本
に
お
い
て
本
話
の
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
、
唐
臨
が

使
者
と
し
て
江
南
に
行
っ
た
際
に
揚
州
の
鍼
医
飄
陀
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
と
す
る

注
）
4
（

は
、
前
田
家
本
で
は
、
次
の
「
15
隋
・
孫
宝
」
の
末
尾
に
置
か
れ
て
お
り
）
5
（

、
本
話

の
注
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

48
唐
・
臨
邛
人
韋 

武
徳
中

【
概
要
】
臨
邛
の
韋
と
い
う
者
は
、
誓
い
合
っ
た
女
が
い
た
が
、
年
を
経
て
愛
情
が

薄
れ
、
女
が
怒
り
恨
む
と
厄
介
事
を
恐
れ
て
女
を
縊
り
殺
し
、
数
日
後
に
体
が
痒
く

な
り
、
癩
を
発
病
し
て
死
ん
だ
。

（3）

『冥報記』クロニクル―唐朝編―

韋
孝
諧
が
唐
臨
に
語
っ
た
。

【
解
説
】「
14
唐
・
韋
仲
珪
」
と
同
じ
く
話
者
は
韋
孝
諧
で
あ
る
。
こ
の
話
の
中
の
韋

と
い
う
者
は
お
そ
ら
く
は
韋
孝
諧
の
従
兄
弟
で
あ
ろ
う
、
と
唐
臨
は
注
記
し
て
い
る
。

19
唐
・
李
大
安　
武
徳
中

【
概
要
】
武
徳
中
、
工
部
尚
書
李
大
亮
が
越
州
の
総
管
で
あ
っ
た
時
、
兄
の
隴
西
の

李
大
安
は
京
師
か
ら
大
亮
に
会
い
に
行
っ
た
帰
り
、
大
亮
の
奴
婢
の
一
人
に
項
を
刺

さ
れ
て
死
ん
だ
。
冥
界
に
行
っ
た
大
安
は
肉
の
塊
に
「
我
が
肉
を
返
せ
」
と
迫
ら
れ

た
が
金
の
仏
像
に
救
わ
れ
、
傷
も
治
し
て
も
ら
い
、
蘇
生
し
た
。
金
の
仏
像
は
大
安

の
妻
が
旅
の
安
全
を
祈
っ
て
造
ら
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
背
中
の
朱
点
の
一

致
か
ら
分
か
っ
た
。

李
大
安
の
妻
は
朗
州
刺
史
夏
侯
侚
の
妹
で
あ
り
、
唐
臨
は
こ
の
話
を
夏
侯
侚
か
ら

聞
い
た
。
ま
た
、李
大
安
の
兄
の
子
で
あ
る
李
道
裕
か
ら
も
、道
裕
が
大
理
卿
で
あ
っ

た
と
き
に
聞
い
た

【
解
説
】
前
田
家
本
に
李
大
高
と
あ
る
の
は
李
大
亮
の
誤
り
。
李
大
亮
は
隋
の
開
皇

六
年
（
５
８
６
）
に
生
ま
れ
、
唐
の
貞
観
十
八
年
（
６
４
４
）
に
卒
し
た
。
も
と
は

隋
将
龐
玉
の
配
下
で
あ
っ
た
が
、
李
密
の
捕
虜
と
な
っ
た
後
、
李
淵
の
元
に
身
を
投

じ
て
活
躍
し
、
唐
朝
初
期
の
功
臣
と
な
っ
た
。
越
州
は
現
在
の
浙
江
省
紹
興
市
を
中

心
と
す
る
地
域
で
あ
り
、
武
徳
中
、
李
大
亮
は
越
州
都
督
で
あ
っ
た
時
期
が
あ
る
。

29
唐
・
李
山
龍　

武
徳
中

【
概
要
】
武
徳
年
間
、
急
病
で
死
ん
だ
右
監
門
校
尉
の
李
山
龍
は
冥
府
の
王
に
そ
の

善
行
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
日
々
法
華
経
を
読
誦
し
て
い
る
こ
と
を
答
え
る
と
、
高

座
に
登
っ
て
法
華
経
を
唱
え
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
山
龍
が
法
華
経
を
唱
え
始
め
る

と
、
数
千
人
の
囚
人
が
た
ち
ま
ち
罪
を
免
れ
冥
府
か
ら
い
な
く
な
っ
た
。
山
龍
も
そ

の
功
徳
で
現
世
に
帰
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
獄
を
見
て
回
り
、
ま
た
冥
府
の
役
人
に

拘
引
さ
れ
な
い
よ
う
に
書
類
に
諸
々
の
役
所
の
署
名
を
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
山
龍

を
冥
府
に
連
れ
て
き
た
棒
の
主
、
縄
の
主
、
袋
の
主
の
三
人
に
ね
だ
ら
れ
、
物
を
送

る
こ
と
を
約
し
て
蘇
生
し
た
。
そ
の
後
、水
辺
に
三
鬼
へ
送
る
酒
と
肉
を
供
え
る
と
、

三
鬼
が
現
れ
て
礼
を
言
っ
た
。

李
山
龍
は
こ
の
体
験
を
帰
依
し
て
い
る
僧
に
話
し
、
そ
の
僧
が
唐
臨
に
語
っ
た
。

【
解
説
】
冥
界
訪
問
譚
の
中
で
も
、
事
務
手
続
き
の
煩
瑣
さ
や
賄
賂
の
要
求
な
ど
、

現
実
世
界
に
準
え
た
描
写
が
目
立
つ
説
話
で
あ
る
。

44
唐
・
潘
果　

武
徳
中

【
概
要
】
武
徳
年
間
、
都
水
監
の
小
吏
で
あ
っ
た
少
年
潘
果
は
、
飼
い
主
に
見
つ
か

ら
な
い
よ
う
に
舌
を
抜
い
て
羊
を
盗
み
、殺
し
た
食
べ
た
と
こ
ろ
、自
分
の
舌
が
徐
々

に
縮
み
、
一
年
後
に
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
潘
果
の
辞
職
願
を
受
け
取
っ
た
富

平
県
尉
の
鄭
餘
慶
が
潘
果
に
事
実
を
告
白
さ
せ
、
県
の
役
人
は
潘
果
に
羊
の
為
に
追

善
供
養
を
行
わ
せ
た
。潘
果
が
五
戒
を
受
け
て
大
い
に
追
善
供
養
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

一
年
後
に
は
舌
が
生
え
、
少
し
ず
つ
元
に
戻
っ
て
ゆ
き
、
潘
果
は
県
に
行
き
、
里
正

に
任
じ
ら
れ
た
。

鄭
餘
慶
は
貞
観
十
八
年
（
６
４
４
）
に
監
察
御
史
と
な
り
、
唐
臨
に
こ
の
話
を
し
た
。

【
解
説
】
食
用
動
物
へ
の
供
養
の
意
識
が
見
ら
れ
る
説
話
で
あ
る
。

 20
ｂ
唐
・
蘇
長　

武
徳
中

【
概
要
】
武
徳
中
、
都
水
使
者
蘇
長
が
巴
州
の
刺
史
と
な
り
、
家
族
と
と
も
に
任
地

に
向
か
う
途
中
、
嘉
陵
江
で
船
が
沈
み
、
男
女
六
十
余
人
が
一
時
に
溺
死
し
た
が
、

常
に
法
花
経
を
読
ん
で
い
た
妾
だ
け
が
岸
に
着
き
、
持
っ
て
い
た
経
函
を
開
く
と
、

経
は
濡
れ
て
い
な
か
っ
た
。
女
は
嫁
い
で
今
は
揚
州
に
お
り
、
い
よ
い
よ
信
心
を
深
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【
解
説
】
岑
文
本
（
５
９
５
〜
６
４
５
）
は
官
は
中
書
令
に
至
り
、
江
陵
県
子
に
封

ぜ
ら
れ
た
（『
旧
唐
書
』
七
〇
・『
唐
書
』
一
〇
二
）。『
冥
報
記
』
の
重
要
な
説
話

提
供
者
の
一
人
で
あ
る
。
本
話
は
天
下
大
乱
の
す
こ
し
前
の
話
で
あ
る
の
で
大
業

（
６
０
５
〜
６
１
８
）
の
頃
の
出
来
事
と
考
え
ら
れ
る
。「
25
隋
・
眭
仁
蒨
」
の
末
尾

に
、
文
本
は
父
が
死
ん
で
、
邯
鄲
か
ら
郷
里
の
江
陵
に
帰
っ
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
水
難
は
、
こ
の
帰
省
の
時
に
遭
遇
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
江
陵

で
斎
会
を
設
け
た
と
い
う
の
が
、
父
親
の
供
養
の
為
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

二
　
唐
朝
期
の
説
話

Ⅰ
武
徳
年
間
（
６
１
８
〜
６
２
６
）

武
徳
は
、
唐
の
高
祖
李
淵
の
治
世
に
行
わ
れ
た
唐
朝
最
初
の
年
号
で
あ
る
。
隋
の

義
寧
二
年
（
６
１
８
）
五
月
、
唐
王
李
淵
は
、
自
ら
の
傀
儡
と
し
て
い
た
恭
帝
の
禅

譲
を
受
け
て
唐
の
高
祖
と
し
て
即
位
し
、
武
徳
と
改
元
し
た
。
以
後
、
高
祖
の
退
位

ま
で
改
元
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

隋
の
開
皇
二
〇
年
（
６
０
０
）
頃
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
唐
臨
に
と
っ
て
は
、

武
徳
は
弱
冠
頃
か
ら
二
十
代
半
ば
過
ぎ
ま
で
の
時
期
で
あ
り
、
皇
太
子
李
建
成
に
仕

え
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。

49
唐
・
孔
恪　

武
徳
初

【
概
要
】
武
徳
の
初
め
、
遂
州
総
官
府
の
記
室
参
軍
で
あ
っ
た
孔
恪
は
、
冥
府
に
連

行
さ
れ
、
牛
や
鴨
を
殺
し
、
鶏
卵
を
食
べ
た
罪
を
問
わ
れ
、
数
年
前
に
死
ん
だ
弟
も

証
人
と
し
て
召
喚
さ
れ
た
。
孔
恪
は
牛
や
鴨
を
殺
し
た
こ
と
は
公
務
の
た
め
、
鶏
卵

は
幼
い
時
に
母
が
食
べ
さ
せ
た
も
の
、
と
言
い
訳
を
し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、

有
罪
の
判
決
を
受
け
た
。
し
か
し
、
善
行
も
あ
っ
た
と
い
う
主
張
が
認
め
ら
れ
、
七

日
間
の
猶
予
が
与
え
ら
れ
、
蘇
生
し
た
孔
恪
は
僧
尼
を
集
め
て
行
道
懺
悔
し
、
七
日

目
に
家
人
に
別
れ
を
告
げ
て
命
終
し
た
。

唐
臨
の
兄
が
遂
州
総
官
府
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
話
を
詳
し
く

知
っ
て
い
た
。

【
解
説
】
遂
州
は
現
在
の
四
川
省
遂
寧
市
。
唐
臨
の
兄
、
皎
は
武
徳
の
初
め
は
秦
王

府
記
室
と
し
て
秦
王
で
あ
っ
た
李
世
民
に
仕
え
、
李
世
民
の
征
討
軍
の
檄
文
作
成
を

担
当
し
て
い
た
（『
新
唐
書
』
巻
一
一
三
）。

14
唐
・
韋
仲
珪　

武
徳
中

【
概
要
】
臨
邛
の
孝
子
、
韋
仲
珪
は
、
武
徳
年
間
に
父
が
病
死
し
、
墓
石
の
傍
ら
に

庵
を
結
び
、
法
華
経
を
読
誦
す
る
こ
と
数
年
に
及
び
、
虎
が
経
を
聴
き
に
来
る
、
墓

の
周
囲
に
茎
が
赤
く
蓋
は
紫
の
芝
草
が
生
え
る
等
の
奇
瑞
が
あ
り
、
表
彰
さ
れ
た
。

【
解
説
】
臨
邛
は
現
在
の
四
川
省
邛
崃
市
で
あ
る
。
高
山
寺
本·

知
恩
院
本
で
は
前

話
の
「
13
隋
・
蕭
璟
」
の
末
尾
に
韋
仲
珪
の
弟
で
大
理
主
簿
の
韋
孝
諧
が
こ
の
話
を

語
っ
た
と
す
る
注
記
）
3
（

が
あ
る
が
、
本
来
は
本
話
の
注
記
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
高
山
寺
本
・
知
恩
院
本
に
お
い
て
本
話
の
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
、
唐
臨
が

使
者
と
し
て
江
南
に
行
っ
た
際
に
揚
州
の
鍼
医
飄
陀
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
と
す
る

注
）
4
（

は
、
前
田
家
本
で
は
、
次
の
「
15
隋
・
孫
宝
」
の
末
尾
に
置
か
れ
て
お
り
）
5
（

、
本
話

の
注
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

48
唐
・
臨
邛
人
韋 

武
徳
中

【
概
要
】
臨
邛
の
韋
と
い
う
者
は
、
誓
い
合
っ
た
女
が
い
た
が
、
年
を
経
て
愛
情
が

薄
れ
、
女
が
怒
り
恨
む
と
厄
介
事
を
恐
れ
て
女
を
縊
り
殺
し
、
数
日
後
に
体
が
痒
く

な
り
、
癩
を
発
病
し
て
死
ん
だ
。

（3）

『冥報記』クロニクル―唐朝編―

韋
孝
諧
が
唐
臨
に
語
っ
た
。

【
解
説
】「
14
唐
・
韋
仲
珪
」
と
同
じ
く
話
者
は
韋
孝
諧
で
あ
る
。
こ
の
話
の
中
の
韋

と
い
う
者
は
お
そ
ら
く
は
韋
孝
諧
の
従
兄
弟
で
あ
ろ
う
、
と
唐
臨
は
注
記
し
て
い
る
。

19
唐
・
李
大
安　

武
徳
中

【
概
要
】
武
徳
中
、
工
部
尚
書
李
大
亮
が
越
州
の
総
管
で
あ
っ
た
時
、
兄
の
隴
西
の

李
大
安
は
京
師
か
ら
大
亮
に
会
い
に
行
っ
た
帰
り
、
大
亮
の
奴
婢
の
一
人
に
項
を
刺

さ
れ
て
死
ん
だ
。
冥
界
に
行
っ
た
大
安
は
肉
の
塊
に
「
我
が
肉
を
返
せ
」
と
迫
ら
れ

た
が
金
の
仏
像
に
救
わ
れ
、
傷
も
治
し
て
も
ら
い
、
蘇
生
し
た
。
金
の
仏
像
は
大
安

の
妻
が
旅
の
安
全
を
祈
っ
て
造
ら
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
背
中
の
朱
点
の
一

致
か
ら
分
か
っ
た
。

李
大
安
の
妻
は
朗
州
刺
史
夏
侯
侚
の
妹
で
あ
り
、
唐
臨
は
こ
の
話
を
夏
侯
侚
か
ら

聞
い
た
。
ま
た
、李
大
安
の
兄
の
子
で
あ
る
李
道
裕
か
ら
も
、道
裕
が
大
理
卿
で
あ
っ

た
と
き
に
聞
い
た

【
解
説
】
前
田
家
本
に
李
大
高
と
あ
る
の
は
李
大
亮
の
誤
り
。
李
大
亮
は
隋
の
開
皇

六
年
（
５
８
６
）
に
生
ま
れ
、
唐
の
貞
観
十
八
年
（
６
４
４
）
に
卒
し
た
。
も
と
は

隋
将
龐
玉
の
配
下
で
あ
っ
た
が
、
李
密
の
捕
虜
と
な
っ
た
後
、
李
淵
の
元
に
身
を
投

じ
て
活
躍
し
、
唐
朝
初
期
の
功
臣
と
な
っ
た
。
越
州
は
現
在
の
浙
江
省
紹
興
市
を
中

心
と
す
る
地
域
で
あ
り
、
武
徳
中
、
李
大
亮
は
越
州
都
督
で
あ
っ
た
時
期
が
あ
る
。

29
唐
・
李
山
龍　

武
徳
中

【
概
要
】
武
徳
年
間
、
急
病
で
死
ん
だ
右
監
門
校
尉
の
李
山
龍
は
冥
府
の
王
に
そ
の

善
行
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
日
々
法
華
経
を
読
誦
し
て
い
る
こ
と
を
答
え
る
と
、
高

座
に
登
っ
て
法
華
経
を
唱
え
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
山
龍
が
法
華
経
を
唱
え
始
め
る

と
、
数
千
人
の
囚
人
が
た
ち
ま
ち
罪
を
免
れ
冥
府
か
ら
い
な
く
な
っ
た
。
山
龍
も
そ

の
功
徳
で
現
世
に
帰
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
獄
を
見
て
回
り
、
ま
た
冥
府
の
役
人
に

拘
引
さ
れ
な
い
よ
う
に
書
類
に
諸
々
の
役
所
の
署
名
を
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
山
龍

を
冥
府
に
連
れ
て
き
た
棒
の
主
、
縄
の
主
、
袋
の
主
の
三
人
に
ね
だ
ら
れ
、
物
を
送

る
こ
と
を
約
し
て
蘇
生
し
た
。
そ
の
後
、水
辺
に
三
鬼
へ
送
る
酒
と
肉
を
供
え
る
と
、

三
鬼
が
現
れ
て
礼
を
言
っ
た
。

李
山
龍
は
こ
の
体
験
を
帰
依
し
て
い
る
僧
に
話
し
、
そ
の
僧
が
唐
臨
に
語
っ
た
。

【
解
説
】
冥
界
訪
問
譚
の
中
で
も
、
事
務
手
続
き
の
煩
瑣
さ
や
賄
賂
の
要
求
な
ど
、

現
実
世
界
に
準
え
た
描
写
が
目
立
つ
説
話
で
あ
る
。

44
唐
・
潘
果　

武
徳
中

【
概
要
】
武
徳
年
間
、
都
水
監
の
小
吏
で
あ
っ
た
少
年
潘
果
は
、
飼
い
主
に
見
つ
か

ら
な
い
よ
う
に
舌
を
抜
い
て
羊
を
盗
み
、殺
し
た
食
べ
た
と
こ
ろ
、自
分
の
舌
が
徐
々

に
縮
み
、
一
年
後
に
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
潘
果
の
辞
職
願
を
受
け
取
っ
た
富

平
県
尉
の
鄭
餘
慶
が
潘
果
に
事
実
を
告
白
さ
せ
、
県
の
役
人
は
潘
果
に
羊
の
為
に
追

善
供
養
を
行
わ
せ
た
。潘
果
が
五
戒
を
受
け
て
大
い
に
追
善
供
養
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

一
年
後
に
は
舌
が
生
え
、
少
し
ず
つ
元
に
戻
っ
て
ゆ
き
、
潘
果
は
県
に
行
き
、
里
正

に
任
じ
ら
れ
た
。

鄭
餘
慶
は
貞
観
十
八
年
（
６
４
４
）
に
監
察
御
史
と
な
り
、
唐
臨
に
こ
の
話
を
し
た
。

【
解
説
】
食
用
動
物
へ
の
供
養
の
意
識
が
見
ら
れ
る
説
話
で
あ
る
。

 20
ｂ
唐
・
蘇
長　

武
徳
中

【
概
要
】
武
徳
中
、
都
水
使
者
蘇
長
が
巴
州
の
刺
史
と
な
り
、
家
族
と
と
も
に
任
地

に
向
か
う
途
中
、
嘉
陵
江
で
船
が
沈
み
、
男
女
六
十
余
人
が
一
時
に
溺
死
し
た
が
、

常
に
法
花
経
を
読
ん
で
い
た
妾
だ
け
が
岸
に
着
き
、
持
っ
て
い
た
経
函
を
開
く
と
、

経
は
濡
れ
て
い
な
か
っ
た
。
女
は
嫁
い
で
今
は
揚
州
に
お
り
、
い
よ
い
よ
信
心
を
深
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【
要
旨
】 唐
朝
初
期
成
立
之
佛
教
志
怪
小
说﹃
冥
报
记
﹄的
重
要
特
点
是
时
代
性
。﹃
冥
报
记
﹄

编
纂
者
唐
临
非
常
重
视
故
事
的
纪
实
性
。﹃
冥
报
记
﹄
收
载
之
故
事
的
大
部
分
是
唐
临
的

亲
戚
朋
友
们
亲
眼
看
到
的
，
或
者
从
当
事
者
直
接
听
到
，
甚
至
自
己
体
验
的﹁
真
实
﹂故
事
。

在
这
次
研
究
中
，
论
者
按
照
时
代
前
后
将
﹃
冥
报
记
﹄
收
载
之
全
部
故
事
重
新
排
列
，

要
复
现
作
为
一
部
历
史
书
的
﹃
冥
报
记
﹄
的
真
面
目
。﹃
冥
报
记
﹄
不
仅
是
一
部
释
家
辅

教
之
书
，
又
是
一
部
介
绍
从
佛
教
之
角
度
看
的
貞
观
盛
世
的
历
史
书
。

本
论
文
登
载
整
个
研
究
的
后
半
部
分-

唐
朝
部
分
。

は
じ
め
に

本
稿
は
、
中
国
を
代
表
す
る
仏
教
説
話
集
『
冥
報
記
』
が
作
者
で
あ
る
唐
臨
自
身

や
周
囲
の
人
々
が
実
際
に
見
聞
し
た
出
来
事
を
記
す
と
い
う
「
同
時
代
性
」
を
大
き

な
特
徴
と
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、『
冥
報
記
』
全
五
十
七
話
を
年
代
順
に
再
排
列
す

る
こ
と
を
試
み
た
結
果
報
告
の
後
半
部
で
あ
る
）
1
（

。

今
回
扱
う
唐
朝
期
こ
そ
が
、
唐
臨
が
活
躍
し
た
真
の
同
時
代
で
あ
り
、
収
集
さ
れ

る
説
話
の
内
容
や
、
説
話
を
提
供
す
る
話
者
た
ち
を
通
し
て
、
貞
観
と
い
う
「
聖
代
」

『
冥
報
記
』
ク
ロ
ニ
ク
ル
―
唐
朝
編
―

T
he C

hronicle of M
ingbaoji

│Tang D
ynasty

│

 
『
冥
报
记
』
年
代
录 

│
唐
朝
部
│

三
　
田
　
明
　
弘

 M
IT

TA
 A

kihiro

を
中
心
と
す
る
時
代
特
有
の
特
徴
や
雰
囲
気
の
み
な
ら
ず
、
唐
臨
自
身
の
人
生
も
透

か
し
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
　
隋
朝
末
期
の
説
話

21
唐
・
岑
文
本　

大
業
頃
か
？）

2
（

【
概
要
】
中
書
令
岑
文
本
は
年
少
の
頃
よ
り
仏
法
を
信
じ
、
常
に
『
法
華
経
』
普
門

品(

一
般
に
は
『
観
音
経
』
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る)

を
念
誦
し
て
い
た
。
か
つ
て

呉
江
で
乗
船
中
に
船
が
損
壊
し
、
乗
っ
て
い
た
人
は
皆
死
亡
し
た
が
、
文
本
だ
け
は

水
中
で
「
仏
を
念
じ
よ
。
そ
う
す
れ
ば
助
か
る
」
と
い
う
声
を
三
度
聞
き
、波
に
乗
っ

て
北
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
江
陵
で
斎
会
を
設
け
た
際
に
、
客
僧
の
一

人
よ
り
「
天
下
ま
さ
に
乱
れ
ん
と
す
る
が
、君
は
幸
い
に
し
て
そ
の
災
い
に
与
ら
ず
、

つ
い
に
は
太
平
に
逢
い
、
富
貴
を
致
す
な
り
」
と
予
言
さ
れ
た
。
そ
し
て
文
本
の
食

事
を
す
る
碗
の
中
に
、
舎
利
が
二
粒
入
っ
て
い
た
。
　

 

岑
文
本
自
身
が
唐
臨
に
語
っ
た
話
で
あ
る
。
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